
　
編
集
後
記

　　
昨
年
に
続
き
、
今
年
も
執
行
部
は
12
人

と
い
う
大
所
帯
で
す
。

　
毎
週
の
会
議
で
は
、
学
生
の
み
な
さ
ん

が
大
学
生
活
を
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
、

12
人
全
員
が
様
々
な
意
見
を
出
し
合
い
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
私
た
ち
執
行
部
と
し
て
の
活
動
は
、
昨

年
度
に
初
め
て
行
わ
れ
た
Ｔ
Ｊ
Ｃ
祭
（
運

動
会
）
か
ら
始
ま
り
、
高
短
祭
に
向
け
て

少
し
ず
つ
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
、
大
変
な
事
も
き
っ
と
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
12
人
力
を
合
わ
せ
て
日
々
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

　
こ
こ
で
、
私
た
ち
執
行
部
が
活
動
し
て

い
る
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

①
学
生
自
治
会
の
年
間
業
務
の
企
画
・
予

算
②
「
高
短
祭
」
の
計
画
・
実
施

③
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
編
集

④
謝
恩
会
の
企
画
・
実
施

⑤
ク
ラ
ブ
部
長
会
議
・
学
生
大
会
・
自
治

委
員
会
の
開
催

⑥
「
セ
ー
フ
テ
ィ
た
か
だ
」
で
の
地
域
の

安
全
活
動

⑦
Ｔ
Ｊ
Ｃ
祭
の
企
画
・
実
施

な
ど
で
す
。

　
学
生
生
活
の
中
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
の

「
高
短
祭
」
は
今
年
で
40
回
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
す
で
に
10
月
29
日

（
土
）・
30
日（
日
）に
開
催
が
決
ま
っ
て
お

り
、
模
擬
店
・
展
示
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
、

各
ク
ラ
ブ
活
動
、
同
好
会
の
催
し
物
、
昨

年
も
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
ビ
ン
ゴ
大
会

な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
生
の

み
な
さ
ん
が
「
高
短
祭
」
を
楽
し
め
る
よ

う
、
企
画
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
企
画
に
対
す

る
要
望
、
模
擬
店
・
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
関
す
る
質
問
等
、
ぜ
ひ
「
高
短
祭
」

で
や
っ
て
み
た
い
と
思
う
こ
と
、
な
ん
で

も
い
い
の
で
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
全
員
が
協
力

し
て
「
高
短
祭
」
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
！
　
各
ク
ラ
ブ
、
同
好
会
の
み
な

さ
ん
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
そ
し

て
当
日
は
、
先
生
方
も
含
め
全
員
参
加
で
、

地
域
の
み
な
さ
ん
と
も
一
緒
に
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

学
生
自
治
会

学
生
自
治
会

今年の執行部メンバー12人

　
短
大
通
信
第
40
号
を
お
届
け
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
40
号
は
従
来
の
内

容
に
加
え
、
研
究
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る

記
事
や
新
入
生
宿
泊
研
修
に
つ
い
て
の

コ
ー
ナ
ー
を
新
た
に
設
け
、
地
域
の
方

々
に
も
広
く
短
大
の
「
今
」
を
知
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
編
集
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
通
信
の
内
容
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様

の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｙ
）

幼稚園
17.5％

保育園 74.1％

福祉施設 2.1％

企業 2.1％ 進学その他 4.2％建設業 1.4％

情報関連 2.7％

金融業 4.1％

医療機関 2.7％

運輸通信 1.4％
製造業
9.6％

卸・小売業
11.0％

サービス業
15.1％

進学
その他
52.0％

オフィス情報学科

就職先

幼児教育学科

就職先

同
窓
会
の
近
況

北

端

一

子

　
３
歳
児
に
絵
本
を
読
ん
で
い
る
と
、

そ
ば
か
ら
１
歳
児
が
の
ぞ
き
込
ん
で

絵
本
を
見
に
き
ま
し
た
。
中
の
文
章

に
関
係
な
く
「
ウ
サ
ギ
さ
ん
」
と
言

っ
て
ウ
サ
ギ
を
指
差
し
、
「
に
ん
じ

ん
」
と
言
っ
て
は
、
人
参
を
指
差
し

ま
す
。
「
ウ
サ
ギ
さ
ん
が
い
る
の

よ
」
と
１
歳
児
の
言
葉
を
取
り
入
れ

な
が
ら
話
を
進
め
ま
し
た
。
ス
ト
ー

リ
ー
を
邪
魔
さ
れ
な
け
れ
ば
、
３
歳

児
は
、
嫌
が
る
こ
と
も
な
く
１
歳
児

を
受
け
入
れ
、
「
こ
こ
に
お
い
で
」

と
仲
間
に
入
れ
て
い
ま
す
。
年
齢
に

よ
っ
て
絵
本
の
見
方
は
違
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
相
手
に
よ
っ
て
、
ス
ト

ー
リ
ー
を
重
視
し
た
り
、
ポ
イ
ン
ト

だ
け
を
読
ん
で
み
た
り
、
絵
を
見
て

ス
ト
ー
リ
ー
を
作
っ
た
り
と
、
１
冊

の
絵
本
か
ら
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
読

み
方
が
あ
り
ま
す
。
方
言
が
あ
っ
た

り
、
子
ど
も
た
ち
の
知
ら
な
い
言
葉

が
あ
っ
た
り
す
る
の
で
と
て
も
楽
し

い
で
す
。
特
に
子
ど
も
た
ち
の
反
応

が
絵
本
の
す
ば
ら
し
さ
を
倍
増
し
て

く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
さ
て
、
同
窓
会
役
員
も
新
し
い
メ

ン
バ
ー
が
加
わ
り
、
本
年
度
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
昨
年
度

と
同
様
に
バ
ザ
ー
を
続
け
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ク
ラ
ス
の
同
窓
会
通
信
費
を
補

助
し
ま
す
。
少
し
の
金
額
で
す
が
、

ど
し
ど
し
短
大
同
窓
会
事
務
局
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
バ
ザ
ー
の
収
益

金
が
も
う
少
し
集
ま
り
ま
し
た
ら
、

何
か
新
し
い
こ
と
を
計
画
し
よ
う
か

と
相
談
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
バ
ザ
ー
へ
の
出
品
物
を
お
願

い
し
、
多
く
の
収
益
が
望
め
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
ね
。
理
事
の
方
だ
け

で
な
く
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

高
田
短
大
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

待
っ
て
い
ま
す
。
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新
し
い
友
を
迎
え
て

学
長
　
村
澤
　
忠
司

　
新
緑
の
香
る
高
田
短
期
大
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
に
、
今
年
も
、
幼
児
教
育
学
科
と
オ

フ
ィ
ス
情
報
学
科
、
海
外
か
ら
の
留
学
生

を
加
え
て
、
212
名
の
学
生
を
迎
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
希
望
に
燃
え
て
入
学
さ

れ
た
諸
君
の
一
人
ひ
と
り
を
心
か
ら
歓
迎

い
た
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
方
を
迎
入
れ
る
高
田
短
期
大
学

は
、
創
立
か
ら
40
年
を
迎
え
ま
す
。

　
言
行
忠
信
・
表
裏
相
応
（
言
行
に
誠
意

が
あ
っ
て
表
裏
が
な
く
、
己
を
い
つ
わ
ら

ず
、
他
人
を
い
つ
わ
ら
な
い
）
を
建
学
の

精
神
と
し
て
、
仏
教
に
基
づ
い
た
情
操
を

養
い
、
豊
か
な
人
間
性
を
形
成
す
る
教
育

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
思
い
や
り
の
心

と
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
の
た
め
に
、
日

頃
教
職
員
・
学
生
共
々
励
ん
で
い
ま
す
。

　
日
本
の
社
会
は
、
い
ま
、
非
常
に
混
沌

と
し
た
変
化
の
激
し
い
時
代
で
す
。
各
地

で
頻
繁
に
起
こ
る
自
然
の
災
害
、
ま
す
ま

す
進
む
社
会
の
風
紀
の
悪
化
、
ひ
た
ひ
た

と
迫
り
く
る
高
齢
化
と
少
子
化
、
好
転
が

見
込
め
な
い
労
働
市
場
…
と
多
く
の
方
々

が
見
聞
・
体
験
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
う
い
っ
た
社
会
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
大

学
は
、
「
生
き
る
力
を
自
分
で
養
う
場
」

で
あ
る
と
私
は
思
い
ま
す
。
自
分
に
と
っ

て
「
生
き
る
力
」
と
は
何
か
、
ま
ず
、
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
学
の
建
学
の
精
神
を
支
え
る
教
育
理

念
で
あ
る
「
思
い
や
り
の
心
と
豊
か
な
人

間
性
の
育
成
」
を
一
歩
一
歩
実
現
し
て
い

く
中
に
そ
の
答
え
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
々
の
講

義
を
十
分
に
習
得
す
る
こ
と
、
読
書
を
す

る
こ
と
、
友
人
と
語
り
合
う
こ
と
、
地
域

の
方
々
と
の
交
わ
り
、
教
員
や
専
門
家
に

学
ぶ
こ
と
な
ど
を
し
て
、
先
達
の
「
生
き

ざ
ま
」
を
知
り
、
自
ら
行
動
す
る
こ
と
を

通
し
て
学
び
、
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

自
分
自
身
の
付
加
価
値
を
高
め
て
い
く
こ

と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
や
や
も
す
れ
ば
、
我
々
は
自
己
中
心
的

な
言
動
に
陥
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
大
自

然
の
中
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
た
謙

虚
な
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
与
え
ら
れ
た

人
生
を
如
何
に
生
き
る
の
か
と
言
っ
た
自

分
な
り
の
「
生
き
る
た
め
の
哲
学
」
を
見

つ
け
出
し
て
下
さ
い
。

　
さ
て
、
大
学
は
人
と
人
の
新
た
な
出
会

い
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
本
学
に
お
い
て

は
、
人
と
人
、
人
と
自
然
と
優
し
く
触
れ

あ
う
こ
と
が
で
き
る
「
お
お
ら
か
な
心
」

を
持
っ
た
心
豊
か
な
人
間
の
育
成
を
モ
ッ

ト
ー
に
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
教
員

と
の
心
の
ふ
れ
あ
い
を
重
視
し
つ
つ
、
学

生
の
個
性
を
い
か
し
た
、
き
め
細
か
い
教

育
」
が
本
学
の
特
色
で
す
。
多
く
の
友
、

先
輩
、
教
職
員
等
の
多
く
の
出
会
い
の
中

で
、
お
互
い
が
啓
発
さ
れ
、
友
情
を
深
め

あ
え
る
、
一
生
の
友
を
得
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の

２
年
間
、
健
康
に
く
れ
ぐ
れ
も
留
意
さ
れ
、

有
意
義
な
学
生
生
活
を
送
っ
て
頂
く
こ
と

を
切
望
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
次
の
春
に

は
社
会
へ
飛
び
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

２
年
生
の
皆
さ
ん
は
、
今
一
度
、
初
心
に

立
ち
返
り
、
高
田
短
期
大
学
で
の
充
実
し

た
日
々
を
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

高田短期大学通信 第39号

幼
児
教
育
学
科
　

就
職
先

◆
幼
稚
園
（
公
立
）

小
俣
町
立
小
俣
幼
稚
園
、
亀
山
市
立
亀
山
幼

稚
園
、
尾
鷲
市
立
三
木
幼
稚
園
、
河
芸
町
立

千
里
ヶ
丘
幼
稚
園

◆
幼
稚
園
（
私
立
）

暁
の
星
幼
稚
園
、
エ
ン
ゼ
ル
幼
稚
園
、
白
子

ひ
か
り
幼
稚
園
、
白
百
合
幼
稚
園
、
す
ず
か

幼
稚
園
、
第
２
す
ず
か
幼
稚
園
、
双
康
幼
稚

園
、
第
１
さ
く
ら
幼
稚
園
、
第
２
さ
く
ら
幼

稚
園
、
津
田
第
２
幼
稚
園
、
津
幼
稚
園
、
道

伯
幼
稚
園
、
と
き
わ
幼
稚
園
、
ま
る
こ
幼
稚

園
、
和
順
幼
稚
園

◆
保
育
園
（
公
立
）

い
な
べ
市
立
山
郷
保
育
所
、
大
垣
市
立
三
城

保
育
園
、
小
俣
町
立
ゆ
り
か
ご
園
、
亀
山
市

立
加
太
保
育
園
、
亀
山
市
立
和
田
保
育
園
、

楠
町
立
南
保
育
園
、
菰
野
町
立
朝
上
保
育
園
、

菰
野
町
立
菰
野
保
育
園
、
鈴
鹿
市
立
河
曲
保

育
所
、
鈴
鹿
市
立
牧
田
保
育
所
、
亀
山
市
立

関
保
育
園
、
津
市
立
相
愛
保
育
園
、
久
居
市

立
野
村
保
育
園
、
松
阪
市
立
三
雲
北
保
育
園
、

松
阪
市
立
三
雲
南
保
育
園
、
宮
川
村
立
宮
川

保
育
所
、
四
日
市
市
立
と
き
わ
保
育
園

◆
保
育
園
（
私
立
）

あ
お
い
保
育
園
、
あ
か
つ
き
保
育
園
、
あ
が

た
が
丘
保
育
園
、
有
滝
保
育
園
、
石
薬
師
保

育
園
、
い
ず
み
保
育
園
、
一
色
保
育
園
、
嬉

野
保
育
園
、
大
山
田
東
保
育
園
、
大
山
田
北

保
育
園
、
片
田
保
育
園
、
亀
山
愛
児
園
、
岸

田
保
育
園
、
久
保
保
育
園
、
公
園
西
保
育
園
、

光
陽
希
望
ヶ
丘
保
育
園
、
光
陽
桑
部
第
２
保

育
園
、
さ
く
ら
保
育
園
、
サ
ン
保
育
園
、
塩

浜
保
育
園
、
白
塚
愛
児
園
、
第
２
石
薬
師
保

育
園
、
高
田
保
育
園
、
津
愛
児
園
、
津
カ
ト

リ
ッ
ク
保
育
園
、
つ
く
し
第
２
保
育
園
、
大

安
中
央
保
育
園
、
ト
ー
マ
ス
ぼ
ー
や
保
育
園
、

豊
野
保
育
園
は
な
こ
ま
分
園
、
中
須
保
育
園
、

長
太
の
浦
保
育
園
、
七
和
保
育
園
、
野
登
愛

育
園
、
野
町
保
育
園
、
ハ
ー
ト
ピ
ア
保
育
園
、

浜
田
保
育
園
、
東
大
淀
保
育
園
、
久
居
保
育

園
、
ひ
の
で
保
育
園
、
藤
水
保
育
園
、
ほ
う

り
ん
保
育
園
、
高
岡
ほ
う
り
ん
保
育
園
、
ま

つ
さ
か
幼
児
学
園
、
マ
リ
ア
保
育
園
、
三
重

保
育
院
、
三
重
愛
育
保
育
園
、
み
ど
り
保
育

園
、
み
の
り
保
育
所
、
杜
の
街
ゆ
た
か
保
育

園
、
ゆ
め
が
丘
保
育
所
、
陽
光
台
保
育
園
、

四
日
市
厚
生
会
保
育
園
、
わ
か
す
ぎ
保
育
園
、

若
葉
保
育
園

◆
福
祉
施
設

松
尾
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
、
聖
マ
ッ
テ
ヤ
子
供
の

家
、
竹
永
学
童
保
育
所
、
津
市
児
童
福
祉
会

館

◆
企
業

新
日
本
製
薬
㈱
、
高
田
学
苑
、
三
重
ト
ヨ
タ

自
動
車
㈱

オ
フ
ィ
ス
情
報
学
科
　

就
職
先

◆
建
設
業

ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
東
海
㈱

◆
製
造
業

㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
制
作
本
部
、
不
二
精
工
㈱
、

㈱
丸
和
製
作
所
、
伊
藤
印
刷
㈱
、
㈱
三
水
フ

ー
ズ
、
豊
田
樹
脂
㈲

◆
情
報
通
信
業

㈱
三
重
電
子
計
算
セ
ン
タ
ー
、
㈱
シ
ー
・
テ

ィ
ー
・
ワ
イ

◆
運
輸
業

亀
山
急
送
㈱

◆
卸
売
小
売
業

㈱
山
口
商
会
、
ス
ー
パ
ー
サ
ン
シ
㈱
、
三
重

ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
、
㈱
リ
ョ
ウ
シ
ン
、
タ
ケ

シ
ョ
ウ
㈱
、
㈱
ホ
ン
ダ
四
輪
三
重
販
売
、
ド

コ
モ
モ
ー
ル
玉
垣
店
、
東
海
物
産
㈱

◆
金
融
保
険
業

岡
三
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
㈱
、
北
伊
勢
上
野

信
用
金
庫

◆
医
療
福
祉

丸
岡
医
院
、
小
倉
歯
科
医
院

◆
サ
ー
ビ
ス
業

坂
倉
税
理
士
事
務
所
、
真
砂
貢
会
計
事
務
所
、

三
重
ハ
イ
ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ
ス
㈱
、
ア
ル
テ
ィ

ア
鳥
羽
、
国
際
警
備
保
障
㈱
、
三
重
県
漁
業

協
同
組
合
連
合
会
、
津
青
色
申
告
会
、
プ
ラ

ザ
洞
津
、
コ
コ
パ
リ
ゾ
ー
ト
72

◆
四
大
編
入

三
重
大
学
、
鈴
鹿
国
際
大
学
、
四
日
市
大
学
、

松
阪
大
学
、
名
古
屋
商
科
大
学
、
愛
知
大
学
、

愛
知
学
院
大
学
、
名
古
屋
産
業
大
学
、
豊
橋

創
造
大
学
、
日
本
福
祉
大
学

◆
専
門
学
校

あ
い
ち
建
築
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

就
職
先
一
覧

（財）
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－２－－３－

幼
児
教
育
学
科

　
　
　
コ
ー
ナ
ー

オ
フ
ィ
ス
情
報
学
科

　
　
　
　
コ
ー
ナ
ー

現
代
地
域
社
会
の

幼
児
教
育
と
子
育
て
を
支
え
る

保
育
者
養
成
を
め
ざ
し
て

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を

全
力
で
支
援

学
科
長
　
　
　
　
　

真
弓
　
徳
光

　
高
田
短
期
大
学
は
本
年
で
40
周
年
を

迎
え
ま
す
。
そ
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。
昭
和
41
年
に
「
保
育
科
」

〔
入
学
定
員
50
名
〕
が
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
10
年
後
、
昭
和
51
年
に
入

学
定
員
が
100
名
に
増
員
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
時
代
は
昭
和
か
ら
平
成
に
移

り
、
平
成
５
年
に
「
保
育
科
」
は
「
幼

児
教
育
学
科
」
に
改
称
さ
れ
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
地
域
で
求

め
ら
れ
る
保
育
者
養
成
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

教
育
課
程
の
充
実
を
図
り
、
学
生
の
保

育
者
と
し
て
の
資
質
を
向
上
す
べ
く
努

力
し
て
参
り
ま
し
た
。
お
蔭
様
で
就
職

率
も
毎
年
、
ほ
ぼ
100
パ
ー
セ
ン
ト
に
達

し
、
三
重
県
で
は
、
各
地
の
幼
稚
園
・

保
育
所
等
、
大
変
多
く
の
卒
業
生
の
皆

様
が
活
躍
し
て
み
え
ま
す
。
私
ど
も
が
、

学
生
の
実
習
で
お
世
話
に
な
り
、
御
礼

に
各
園
に
伺
い
ま
す
と
、
必
ず
「
高
田

短
期
大
学
を
卒
業
し
ま
し
た
。
」
と
懐

か
し
そ
う
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
現
場
で
生
き
生
き
と
働
い
て
い
る

卒
業
生
の
姿
を
拝
見
し
た
時
程
、
う
れ

し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
現
代
の
子
ど
も
た
ち
の
お
か
れ
て
い

る
状
況
を
考
え
ま
す
と
、
少
子
化
現
象

・
核
家
族
化
・
地
域
連
携
の
希
薄
化
・

留
守
宅
家
庭
児
の
増
加
等
、
地
域
の
子

育
て
を
支
援
す
る
環
境
作
り
が
必
要
で

す
。
そ
し
て
子
ど
も
の
幸
せ
を
考
え
る

と
更
に
、
障
害
児
保
育
・
児
童
福
祉
施

設
に
お
け
る
保
育
・
教
育
等
、
多
様
な

現
代
子
育
て
に
対
応
で
き
る
保
育
者
の

養
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
益
々
寄
り
添
い
、

確
か
な
専
門
性
と
実
践
力
を
兼
ね
備
え

た
保
育
者
を
養
成
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
本
学
で
は
、

平
成
18
年
度
か
ら
『
子
ど
も
学
科
』
に

名
称
変
更
し
、
100
名
か
ら
150
名
へ
と
定

員
増
を
行
い
、
「
幼
児
教
育
コ
ー
ス
」

と
「
子
ど
も
福
祉
コ
ー
ス
」
を
設
置
し

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
目
的
に
応
じ
て
求

め
ら
れ
る
仕
事
内
容
・
職
種
・
地
域
ニ

ー
ズ
等
に
対
応
し
、
次
世
代
の
教
育
・

保
育
・
育
児
・
子
育
て
に
「
夢
と
笑
い

を
育
む
」
人
材
養
成
が
で
き
る
新
学
科

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
「
幼
児
教
育
コ
ー
ス
」
―
幼
児
教
育
、

保
育
の
基
礎
と
応
用
実
践
力
養
成
コ

ー
ス
（
心
豊
か
で
人
間
教
育
及
び
専

門
知
識
・
保
育
技
術
の
基
礎
を
し
っ

か
り
学
ぶ
幼
児
教
育
者
を
目
指
し
ま

す
）
。

②
「
子
ど
も
福
祉
コ
ー
ス
」
―
子
育
て

支
援
・
福
祉
保
育
の
基
礎
と
実
践
力

養
成
コ
ー
ス
（
子
ど
も
の
幸
せ
を
中

心
に
障
害
児
保
育
、
多
様
な
現
代
保

育
ニ
ー
ズ
の
理
解
・
専
門
知
識
及
び

対
応
の
仕
方
を
学
ぶ
保
育
者
の
養
成

を
目
指
し
ま
す
）
。

　
幼
児
教
育
コ
ー
ス
は
、
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
就
職
先
を
幼
稚
園
・
保
育
所
に
、

子
ど
も
福
祉
コ
ー
ス
は
、
保
育
所
・
児

童
福
祉
施
設
に
希
望
す
る
学
生
を
養
成

す
る
予
定
で
す
。
何
卒
、
新
「
子
ど
も

学
科
」
の
誕
生
を
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
本
年
も
地
域
貢
献
事
業
と
し
て
「
高

田
短
期
大
学
保
育
セ
ミ
ナ
ー
第
２

回
」
を
８
月
28
日（
日
）に
開
催
し
ま

す
。
内
容
は
、
﹇
子
ど
も
の
見
方
と

楽
し
い
造
形
遊
び
﹈
を
計
画
中
で
す
。

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
一
環
で
す
の
で
、

ど
う
ぞ
、
若
い
保
育
者
や
日
々
の
保

育
教
材
製
作
に
関
心
の
あ
る
方
は
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

＊
本
年
は
開
学
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
40
周
年
記
念
行
事

を
た
だ
い
ま
計
画
中
で
す
。

　
高
田
短
期
大
学
が
『
地
域
に
根
付
く

実
践
型
短
期
大
学
』
と
し
て
、
益
々
発

展
で
き
ま
す
よ
う
に
「
思
い
や
り
の

心
」
と
「
豊
か
な
人
間
性
」
を
教
育
の

理
念
と
し
て
、
質
の
高
い
教
育
・
保
育

者
養
成
に
邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
科
長
　
　
　
　
　

三
宅
　
啓
子

　
オ
フ
ィ
ス
情
報
学
科
で
は
、
地
域
の
人
材

育
成
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
と
い

う
理
念
を
持
っ
て
、
教
育
に
当
た
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
昨
年
よ
り
質
の
高
い
教
育

の
提
供
と
、
能
力
の
高
い
学
生
の
育
成
を
し

て
い
く
た
め
の
方
策
を
検
討
し
、
こ
の
４
月

新
た
な
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
導
入
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
学
科
の
教

育
方
針
と
そ
の
新
た
な
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１．

オ
フ
ィ
ス
情
報
学
科
の
教
育
目
標

　
着
実
に
す
ぐ
れ
た
技
能
を
習
得
す
る
こ
と

が
で
き
る
教
育
体
制
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
自
信
に
裏
付

け
ら
れ
た
、
心
か
ら
の
笑
顔
と
明
る
さ
は
社

会
生
活
を
送
る
中
で
、
貴
重
な
財
産
と
な
る

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
教
え
る
こ
と
、
学
ぶ
こ

と
の
尊
さ
を
教
員
・
学
生
と
も
に
認
識
し
、

何
事
に
も
誠
意
を
持
っ
て
取
り
組
む
姿
勢
を

学
科
内
で
育
ん
で
い
き

ま
す
。
以
上
の
学
科
の

教
育
目
標
を
３
つ
の
Ｓ

で
ま
と
め
学
科
の
標
語

と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

S
m
ile

（
笑
顔
）
―
キ

ラ
キ
ラ
と
輝
く
笑
顔
の

学
生
を
育
て
ま
す

S
k
ill

（
技
能
）
―
学
生
の
技
能
と
資
格
取

得
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

S
in
c
e
rity

（
誠
実
）
―
誠
実
な
学
生
を
育

て
ま
す

２．

新
た
な
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
先
に
述
べ
た
学
科
の
教
育
目
標
実
現
の
た

め
に
、
４
月
よ
り
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ッ
プ
グ
レ

ー
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
着
手
し
ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
と
は
、
よ
り
技

術
力
の
高
い
仕
事
を
受
け
留
め
る
能
力
の
養

成
を
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
学
生

だ
け
で
な
く
教
員
の
教
育
技
能
の
向
上
を
も

含
ん
で
い
ま
す
。
教
育
は
学
科
と
学
生
お
よ

び
保
護
者
と
の
契
約
で
成
り
立
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
各
教
員
は
担
当
し
て
い

る
科
目
で
何
を
提
供
で
き
る
の
か
を
明
確
に

し
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
教
育
技
能
の
向
上

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
学
生
に
対
し

て
は
、
学
ぶ
目
的
と
目
標
の
設
定
に
よ
り
、

着
実
に
技
能
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
体
制
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
具
体
的
に
推
進
し

て
い
く
た
め
に
以
下
の
３
つ
の
項
目
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

①
ス
キ
ル
ア
ワ
ー
ド
制
度

　
実
務
科
目
で
は
、
そ
の
科
目
が
提
供
す

る
学
習
内
容
項
目
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
項
目
に
つ
い
て
、
学
生
は
受

講
期
間
中
に
ど
の
項
目
ま
で
到
達
で
き
た

の
か
を
自
己
評
価
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
最
後
に
、
そ
の
同
じ
項
目
に
つ

い
て
教
員
が
客
観
評
価
し
成
績
を
判
定
し

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
で
設
定
し
た
基

準
を
満
た
し
た
学
生
は
、
学
科
と
し
て
公

式
に
発
表
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
資
格

取
得
に
つ
い
て
も
関
連
科
目
で
サ
ポ
ー
ト

し
、
合
格
し
た
学
生
は
難
易
度
に
応
じ
て

表
彰
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
ス
キ
ル
ア

ワ
ー
ド
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
資
格
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

ワ
ー
プ
ロ
検
定
、
マ
イ
ク
ロ
オ
フ
ィ
ス
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、
初
級
シ
ス
テ
ム
ア
ド
ミ

ニ
ス
ト
レ
ー
タ
、
日
商
簿
記
検
定
、
漢
字

検
定
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
、
秘
書
検
定

②
学
生
の
自
己
分
析
サ
ポ
ー
ト

　
将
来
の
進
路
を
考
え
る
と
き
、
自
分
が

い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
人
間
で
あ
る
の
か

を
把
握
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま

す
。
本
学
科
で
は
、
適
性
診
断
テ
ス
ト
の

実
施
だ
け
で
は
な
く
、
少
人
数
制
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
で
随
時
担
当
教
員
が
相
談
に
乗
る
と

と
も
に
、
日
ご
ろ
の
短
大
で
の
生
活
で
、

教
員
が
各
学
生
の
長
所
を
発
見
し
た
と
き

に
は
記
録
に
と
ど
め
、
定
期
的
に
本
人
に

伝
え
、
積
極
的
に
自
己
分
析
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
ま
す
。

③
進
路
・
就
職
の
サ
ポ
ー
ト

　
全
学
科
専
任
教
員
で
、
就
職
先
開
拓
の

た
め
の
会
社
訪
問
を
行
う
と
と
も
に
、
就

職
講
座
の
運
営
に
当
た
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

す
べ
て
の
教
員
が
、
地
域
社
会
が
求
め
る

人
材
像
を
認
識
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
科

目
に
お
い
て
教
育
内
容
に
反
映
さ
せ
て
い

く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

就
職
活
動
の
実
際
を
把
握
し
、
個
々
の
学

生
に
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
体
制

を
築
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
新
年
度
を
迎
え
、
気
持
ち
を

新
た
に
、
学
生
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
オ
フ

ィ
ス
情
報
学
科
の
教
育
方
針
に
ご
理
解
・
ご

支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　　
松
阪
市
の
美
濃
田
町
に
真
楽
寺
と
い
う

真
言
宗
の
お
寺
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
地
方

で
は
珍
し
い
丈
六
の
金
銅
仏
（
銅
造
阿
弥

陀
如
来
坐
像
・
元
文
二
年
作
）
が
安
置
さ

れ
て
お
り
、
古
く
か
ら
美
濃
田
大
仏
と
呼

ば
れ
、
地
域
の
信
仰
対
象
と
し
て
大
切
に

守
ら
れ
て
き
た
。
丈
六
（
一
丈
六
尺
）
と

い
う
の
は
仏
像
を
造
る
時
の
一
つ
の
基
準

と
な
る
大
き
さ
で
あ
り
、
こ
れ
が
坐
像
、

つ
ま
り
座
っ
た
状
態
に
な
る
と
八
尺
（
約

２
メ
ー
ト
ル
50
セ
ン
チ
、
真
楽
寺
の
金
銅

仏
は
像
高
３
メ
ー
ト
ル
）
に
な
る
わ
け
で

あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
大
仏
と
呼
ぶ

に
十
分
な
大
き
さ
で
あ
ろ
う
。

　
大
仏
と
い
う
と
誰
も
が
す
ぐ
に
思
い
つ

く
の
が
、
奈
良
の
東
大
寺
に
あ
る
毘
盧
舎

那
仏
、
い
わ
ゆ
る
「
奈
良
の
大
仏
」
で
あ

ろ
う
。
こ
ち
ら
は
像
高
が
14
メ
ー
ト
ル
98

セ
ン
チ
あ
る
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
巨
大
な

仏
像
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
し
て
造
ら

れ
た
の
か
、
皆
さ
ん
は
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

　
仏
像
の
作
り
方
は
そ
の
大
き
さ
や
形
態

に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
大

き
な
像
は
土
型
（
つ
ち
が
た
）
と
呼
ば
れ

る
技
法
が
用
い
ら
れ
、
土
（
鋳
物
砂
）
を

用
い
て
ま
ず
原
型
を
造
る
。
要
す
る
に
粘

土
で
仏
像
を
造
る
よ
う
な
感
覚
で
あ
る
。

次
に
、
で
き
た
土
の
原
型
を
ま
た
別
の
土

で
お
お
い
外
型
を
造
る
。
外
型
は
あ
る
程

度
の
大
き
さ
に
分
割
し
て
造
り
、
乾
燥
し

た
ら
取
り
外
す
。
そ
し
て
現
れ
た
原
型
の

表
面
を
薄
く
削
り
取
る
。
こ
の
削
り
取
っ

た
後
の
も
の
は
、
中
子
（
な
か
ご
）
と
呼

ば
れ
る
。
そ
し
て
再
び
外
型
を
中
子
に
そ

わ
せ
て
組
み
上
げ
、
先
程
削
っ
た
部
分
に

溶
解
し
た
青
銅
（
ブ
ロ
ン
ズ
）
が
流
し
込

む
の
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
一
気
に
あ
れ

だ
け
の
量
の
青
銅
を
溶
解
し
て
流
し
込
む

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
下
か
ら
順

に
段
々
と
外
型
を
組
み
合
わ
せ
て
は
流
し

込
み
、
ま
た
組
み
合
わ
せ
て
は
流
し
込
み

と
い
う
作
業
を
繰
り
返
す
の
で
あ
る
。
こ

れ
を
分
鋳
と
い
う
。
東
大
寺
の
大
仏
は
全

部
で
八
段
に
分
け
て
流
し
込
ま
れ
た
と
い

わ
れ
、
真
楽
寺
の
大
仏
は
更
に
細
か
く
、

段
で
は
な
く
外
型
一
型
に
つ
き
一
回
流
し

込
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
（
但
し
、
頭
部
と

左
手
首
、
右
腕
は
別
に
鋳
造
し
て
は
め
込

ん
で
あ
る
）

　
真
楽
寺
の
大
仏
の
背
面
に
は
約
25
セ
ン

チ
四
方
の
穴
が
開
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ

か
ら
中
を
の
ぞ
く
と
こ
れ
ら
の
様
子
が
よ

く
分
か
る
。
型
の
境
目
は
巧
妙
に
重
ね
合

わ
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
鉄
製
の
か
す
が
い
が

か
ら
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
技
術
は
驚
く

べ
き
も
の
で
、
重
機
も
何
も
な
か
っ
た
時

代
に
こ
れ
だ
け
の
仕
事
を
し
た
当
時
の
鋳

物
師
達
に
は
、
ま
っ
た
く
頭
が
下
が
る
思

い
で
あ
る
。

　
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、
こ
の
「
三
重
の

大
仏
」
を
拝
見
し
、
こ
れ
を
手
仕
事
で
造

っ
た
当
時
の
鋳
物
師
た
ち
の
心
意
気
と
、

そ
の
素
晴
ら
し
い
技
術
を
感
じ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
。

※
真
楽
寺
の
大
仏
は
大
仏
殿
に
安
置
さ
れ
て
お
り
、

　
像
内
部
を
見
学
す
る
こ
と
は
通
常
で
き
ま
せ
ん
。

大
仏
の
レ
シ
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
釆
　
　
真
澄

研

究

余

滴

研

究

余

滴

キ
ャ
リ
ア
は
つ
く
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
嶋
　
慎
介

　　
筆
者
は
、
主
に
企
業
の
経
営
に
つ
い
て

論
じ
る
経
営
学
を
専
門
と
し
て
い
る
（
こ

と
に
な
っ
て
い
る
）
。
「
専
門
と
し
て
い

る
」
と
軽
々
し
く
言
え
な
い
の
は
、
学
生

時
代
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
お
二
人
の
指

導
教
授
の
存
在
が
大
き
い
か
ら
だ
。
現
在
、

研
究
課
題
と
し
て
い
る
の
は
「
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
支
援
の
た
め
の
経
営
学
的

研
究
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
自
ら
の
研
究

キ
ャ
リ
ア
の
第
一
歩
で
あ
る
学
生
時
代
を

ふ
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

　
学
部
生
時
代
に
は
、
人
事
・
労
務
管
理

論
の
ゼ
ミ
を
専
攻
し
た
。
当
時
は
、
人
生

全
般
の
幸
せ
を
前
提
と
し
、
個
人
主
導
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
た
め
の
「
労
働
時
間
の

短
縮
」
を
自
ら
の
テ
ー
マ
と
し
て
い
た

（
大
げ
さ
に
言
え
ば
）
。
指
導
教
授
は
、

愛
知
労
働
基
準
局
賃
金
相
談
員
な
ど
学
界

を
超
え
て
広
く
活
躍
さ
れ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
実
践
的
な
話
が
議
論
の
焦
点
と
な

っ
て
い
た
。
社
会
体
験
の
浅
い
自
分
に
と

っ
て
は
、
ど
こ
か
他
人
事
の
よ
う
な
感
じ

も
あ
っ
た
。
だ
が
、
直
接
的
に
社
会
と
関

わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
知
」
を
得
る
重
要

性
だ
け
は
自
然
に
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
た
。
近
年
の
人
材
派
遣
会
社
で
の
教
育

研
修
活
動
に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
一
方
、
院
生
時
代
の
指
導
教
授
は
、
経

営
学
の
泰
斗
と
ま
で
言
わ
れ
る
大
先
生
で

あ
っ
た
。
そ
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
初
年
度
は

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
あ
り
、
相
当
に
や
り
込

め
ら
れ
、
本
当
に
涙
を
流
し
た
。
先
生
が

怖
く
て
仕
方
が
な
か
っ
た
。
先
生
の
風
貌

は
、
歴
史
の
教
科
書
の
肖
像
画
と
し
て

（
あ
る
い
は
マ
ン
ガ
に
）
登
場
し
て
き
そ

う
な
ほ
ど
の
学
者
然
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

堅
物
そ
の
も
の
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
。
他

の
受
講
生
が
い
る
講
義
科
目
に
お
い
て
も
、

学
問
の
厳
し
さ
を
体
感
さ
せ
ら
れ
た
。
ノ

ー
ベ
ル
経
済
学
者
ハ
ー
バ
ー
ト
・
サ
イ
モ

ン
の
「
経
営
行
動
」
を
１
年
に
わ
た
っ
て

輪
読
し
た
が
、
睡
魔
と
闘
い
な
が
ら
何
と

か
本
に
噛
り
付
く
ば
か
り
だ
っ
た
。
さ
ら

に
そ
の
原
書
も
読
ま
さ
れ
た
が
理
解
で
き

る
は
ず
も
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、
先
生

は
少
な
く
と
も
原
書
を
50
回
は
繰
り
返
し

熟
読
し
た
と
仰
っ
て
い
た
。

　
経
営
学
と
は
「
理
論
と
実
践
の
学
」
、

キ
ャ
リ
ア
と
は
「
生
涯
を
通
し
て
の
人
間

の
生
き
方
・
表
現
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
。

こ
う
し
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
お
金
に

は
恵
ま
れ
な
い
研
究
生
活
を
送
っ
て
き
た

も
の
の
、
先
生
を
は
じ
め
、
多
く
の
理
解

者
に
恵
ま
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
研
究

仲
間
と
の
議
論
を
通
じ
「
理
論
と
実
践
」

を
学
ん
だ
。
そ
し
て
、
少
し
ず
つ
、
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
自
分
ら
し
い
キ
ャ

リ
ア
を
形
成
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
も
思
う
。

　
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
支
援
の
た
め

に
、
自
ら
の
力
を
振
り
絞
る
。
自
分
自
身

の
力
を
出
し
惜
し
み
し
な
い
。
こ
れ
が
今

後
の
教
育
・
研
究
活
動
へ
の
ス
タ
ン
ス
だ
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
難
解
な
本
は
、
何
回
も

読
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
の
は
、
今
に

し
て
思
え
ば
、
大
先
生
の
精
一
杯
の
ギ
ャ

グ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
…

Smile
Skill
Sincerity
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幼
児
教
育
学
科

　
　
　
コ
ー
ナ
ー

オ
フ
ィ
ス
情
報
学
科

　
　
　
　
コ
ー
ナ
ー

現
代
地
域
社
会
の

幼
児
教
育
と
子
育
て
を
支
え
る

保
育
者
養
成
を
め
ざ
し
て

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を

全
力
で
支
援

学
科
長
　
　
　
　
　

真
弓
　
徳
光

　
高
田
短
期
大
学
は
本
年
で
40
周
年
を

迎
え
ま
す
。
そ
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。
昭
和
41
年
に
「
保
育
科
」

〔
入
学
定
員
50
名
〕
が
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
10
年
後
、
昭
和
51
年
に
入

学
定
員
が
100
名
に
増
員
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
時
代
は
昭
和
か
ら
平
成
に
移

り
、
平
成
５
年
に
「
保
育
科
」
は
「
幼

児
教
育
学
科
」
に
改
称
さ
れ
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
地
域
で
求

め
ら
れ
る
保
育
者
養
成
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

教
育
課
程
の
充
実
を
図
り
、
学
生
の
保

育
者
と
し
て
の
資
質
を
向
上
す
べ
く
努

力
し
て
参
り
ま
し
た
。
お
蔭
様
で
就
職

率
も
毎
年
、
ほ
ぼ
100
パ
ー
セ
ン
ト
に
達

し
、
三
重
県
で
は
、
各
地
の
幼
稚
園
・

保
育
所
等
、
大
変
多
く
の
卒
業
生
の
皆

様
が
活
躍
し
て
み
え
ま
す
。
私
ど
も
が
、

学
生
の
実
習
で
お
世
話
に
な
り
、
御
礼

に
各
園
に
伺
い
ま
す
と
、
必
ず
「
高
田

短
期
大
学
を
卒
業
し
ま
し
た
。
」
と
懐

か
し
そ
う
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
現
場
で
生
き
生
き
と
働
い
て
い
る

卒
業
生
の
姿
を
拝
見
し
た
時
程
、
う
れ

し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
現
代
の
子
ど
も
た
ち
の
お
か
れ
て
い

る
状
況
を
考
え
ま
す
と
、
少
子
化
現
象

・
核
家
族
化
・
地
域
連
携
の
希
薄
化
・

留
守
宅
家
庭
児
の
増
加
等
、
地
域
の
子

育
て
を
支
援
す
る
環
境
作
り
が
必
要
で

す
。
そ
し
て
子
ど
も
の
幸
せ
を
考
え
る

と
更
に
、
障
害
児
保
育
・
児
童
福
祉
施

設
に
お
け
る
保
育
・
教
育
等
、
多
様
な

現
代
子
育
て
に
対
応
で
き
る
保
育
者
の

養
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
益
々
寄
り
添
い
、

確
か
な
専
門
性
と
実
践
力
を
兼
ね
備
え

た
保
育
者
を
養
成
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
本
学
で
は
、

平
成
18
年
度
か
ら
『
子
ど
も
学
科
』
に

名
称
変
更
し
、
100
名
か
ら
150
名
へ
と
定

員
増
を
行
い
、
「
幼
児
教
育
コ
ー
ス
」

と
「
子
ど
も
福
祉
コ
ー
ス
」
を
設
置
し

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
目
的
に
応
じ
て
求

め
ら
れ
る
仕
事
内
容
・
職
種
・
地
域
ニ

ー
ズ
等
に
対
応
し
、
次
世
代
の
教
育
・

保
育
・
育
児
・
子
育
て
に
「
夢
と
笑
い

を
育
む
」
人
材
養
成
が
で
き
る
新
学
科

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
「
幼
児
教
育
コ
ー
ス
」
―
幼
児
教
育
、

保
育
の
基
礎
と
応
用
実
践
力
養
成
コ

ー
ス
（
心
豊
か
で
人
間
教
育
及
び
専

門
知
識
・
保
育
技
術
の
基
礎
を
し
っ

か
り
学
ぶ
幼
児
教
育
者
を
目
指
し
ま

す
）
。

②
「
子
ど
も
福
祉
コ
ー
ス
」
―
子
育
て

支
援
・
福
祉
保
育
の
基
礎
と
実
践
力

養
成
コ
ー
ス
（
子
ど
も
の
幸
せ
を
中

心
に
障
害
児
保
育
、
多
様
な
現
代
保

育
ニ
ー
ズ
の
理
解
・
専
門
知
識
及
び

対
応
の
仕
方
を
学
ぶ
保
育
者
の
養
成

を
目
指
し
ま
す
）
。

　
幼
児
教
育
コ
ー
ス
は
、
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
就
職
先
を
幼
稚
園
・
保
育
所
に
、

子
ど
も
福
祉
コ
ー
ス
は
、
保
育
所
・
児

童
福
祉
施
設
に
希
望
す
る
学
生
を
養
成

す
る
予
定
で
す
。
何
卒
、
新
「
子
ど
も

学
科
」
の
誕
生
を
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
本
年
も
地
域
貢
献
事
業
と
し
て
「
高

田
短
期
大
学
保
育
セ
ミ
ナ
ー
第
２

回
」
を
８
月
28
日（
日
）に
開
催
し
ま

す
。
内
容
は
、
﹇
子
ど
も
の
見
方
と

楽
し
い
造
形
遊
び
﹈
を
計
画
中
で
す
。

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
一
環
で
す
の
で
、

ど
う
ぞ
、
若
い
保
育
者
や
日
々
の
保

育
教
材
製
作
に
関
心
の
あ
る
方
は
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

＊
本
年
は
開
学
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
40
周
年
記
念
行
事

を
た
だ
い
ま
計
画
中
で
す
。

　
高
田
短
期
大
学
が
『
地
域
に
根
付
く

実
践
型
短
期
大
学
』
と
し
て
、
益
々
発

展
で
き
ま
す
よ
う
に
「
思
い
や
り
の

心
」
と
「
豊
か
な
人
間
性
」
を
教
育
の

理
念
と
し
て
、
質
の
高
い
教
育
・
保
育

者
養
成
に
邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
科
長
　
　
　
　
　

三
宅
　
啓
子

　
オ
フ
ィ
ス
情
報
学
科
で
は
、
地
域
の
人
材

育
成
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
と
い

う
理
念
を
持
っ
て
、
教
育
に
当
た
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
昨
年
よ
り
質
の
高
い
教
育

の
提
供
と
、
能
力
の
高
い
学
生
の
育
成
を
し

て
い
く
た
め
の
方
策
を
検
討
し
、
こ
の
４
月

新
た
な
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
導
入
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
学
科
の
教

育
方
針
と
そ
の
新
た
な
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１．

オ
フ
ィ
ス
情
報
学
科
の
教
育
目
標

　
着
実
に
す
ぐ
れ
た
技
能
を
習
得
す
る
こ
と

が
で
き
る
教
育
体
制
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
自
信
に
裏
付

け
ら
れ
た
、
心
か
ら
の
笑
顔
と
明
る
さ
は
社

会
生
活
を
送
る
中
で
、
貴
重
な
財
産
と
な
る

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
教
え
る
こ
と
、
学
ぶ
こ

と
の
尊
さ
を
教
員
・
学
生
と
も
に
認
識
し
、

何
事
に
も
誠
意
を
持
っ
て
取
り
組
む
姿
勢
を

学
科
内
で
育
ん
で
い
き

ま
す
。
以
上
の
学
科
の

教
育
目
標
を
３
つ
の
Ｓ

で
ま
と
め
学
科
の
標
語

と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

S
m
ile

（
笑
顔
）
―
キ

ラ
キ
ラ
と
輝
く
笑
顔
の

学
生
を
育
て
ま
す

S
k
ill

（
技
能
）
―
学
生
の
技
能
と
資
格
取

得
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

S
in
c
e
rity

（
誠
実
）
―
誠
実
な
学
生
を
育

て
ま
す

２．

新
た
な
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
先
に
述
べ
た
学
科
の
教
育
目
標
実
現
の
た

め
に
、
４
月
よ
り
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ッ
プ
グ
レ

ー
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
着
手
し
ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
と
は
、
よ
り
技

術
力
の
高
い
仕
事
を
受
け
留
め
る
能
力
の
養

成
を
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
学
生

だ
け
で
な
く
教
員
の
教
育
技
能
の
向
上
を
も

含
ん
で
い
ま
す
。
教
育
は
学
科
と
学
生
お
よ

び
保
護
者
と
の
契
約
で
成
り
立
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
各
教
員
は
担
当
し
て
い

る
科
目
で
何
を
提
供
で
き
る
の
か
を
明
確
に

し
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
教
育
技
能
の
向
上

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
学
生
に
対
し

て
は
、
学
ぶ
目
的
と
目
標
の
設
定
に
よ
り
、

着
実
に
技
能
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
体
制
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
具
体
的
に
推
進
し

て
い
く
た
め
に
以
下
の
３
つ
の
項
目
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

①
ス
キ
ル
ア
ワ
ー
ド
制
度

　
実
務
科
目
で
は
、
そ
の
科
目
が
提
供
す

る
学
習
内
容
項
目
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
項
目
に
つ
い
て
、
学
生
は
受

講
期
間
中
に
ど
の
項
目
ま
で
到
達
で
き
た

の
か
を
自
己
評
価
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
最
後
に
、
そ
の
同
じ
項
目
に
つ

い
て
教
員
が
客
観
評
価
し
成
績
を
判
定
し

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
で
設
定
し
た
基

準
を
満
た
し
た
学
生
は
、
学
科
と
し
て
公

式
に
発
表
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
資
格

取
得
に
つ
い
て
も
関
連
科
目
で
サ
ポ
ー
ト

し
、
合
格
し
た
学
生
は
難
易
度
に
応
じ
て

表
彰
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
ス
キ
ル
ア

ワ
ー
ド
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
資
格
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

ワ
ー
プ
ロ
検
定
、
マ
イ
ク
ロ
オ
フ
ィ
ス
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、
初
級
シ
ス
テ
ム
ア
ド
ミ

ニ
ス
ト
レ
ー
タ
、
日
商
簿
記
検
定
、
漢
字

検
定
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
、
秘
書
検
定

②
学
生
の
自
己
分
析
サ
ポ
ー
ト

　
将
来
の
進
路
を
考
え
る
と
き
、
自
分
が

い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
人
間
で
あ
る
の
か

を
把
握
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま

す
。
本
学
科
で
は
、
適
性
診
断
テ
ス
ト
の

実
施
だ
け
で
は
な
く
、
少
人
数
制
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
で
随
時
担
当
教
員
が
相
談
に
乗
る
と

と
も
に
、
日
ご
ろ
の
短
大
で
の
生
活
で
、

教
員
が
各
学
生
の
長
所
を
発
見
し
た
と
き

に
は
記
録
に
と
ど
め
、
定
期
的
に
本
人
に

伝
え
、
積
極
的
に
自
己
分
析
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
ま
す
。

③
進
路
・
就
職
の
サ
ポ
ー
ト

　
全
学
科
専
任
教
員
で
、
就
職
先
開
拓
の

た
め
の
会
社
訪
問
を
行
う
と
と
も
に
、
就

職
講
座
の
運
営
に
当
た
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

す
べ
て
の
教
員
が
、
地
域
社
会
が
求
め
る

人
材
像
を
認
識
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
科

目
に
お
い
て
教
育
内
容
に
反
映
さ
せ
て
い

く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

就
職
活
動
の
実
際
を
把
握
し
、
個
々
の
学

生
に
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
体
制

を
築
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
新
年
度
を
迎
え
、
気
持
ち
を

新
た
に
、
学
生
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
オ
フ

ィ
ス
情
報
学
科
の
教
育
方
針
に
ご
理
解
・
ご

支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　　
松
阪
市
の
美
濃
田
町
に
真
楽
寺
と
い
う

真
言
宗
の
お
寺
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
地
方

で
は
珍
し
い
丈
六
の
金
銅
仏
（
銅
造
阿
弥

陀
如
来
坐
像
・
元
文
二
年
作
）
が
安
置
さ

れ
て
お
り
、
古
く
か
ら
美
濃
田
大
仏
と
呼

ば
れ
、
地
域
の
信
仰
対
象
と
し
て
大
切
に

守
ら
れ
て
き
た
。
丈
六
（
一
丈
六
尺
）
と

い
う
の
は
仏
像
を
造
る
時
の
一
つ
の
基
準

と
な
る
大
き
さ
で
あ
り
、
こ
れ
が
坐
像
、

つ
ま
り
座
っ
た
状
態
に
な
る
と
八
尺
（
約

２
メ
ー
ト
ル
50
セ
ン
チ
、
真
楽
寺
の
金
銅

仏
は
像
高
３
メ
ー
ト
ル
）
に
な
る
わ
け
で

あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
大
仏
と
呼
ぶ

に
十
分
な
大
き
さ
で
あ
ろ
う
。

　
大
仏
と
い
う
と
誰
も
が
す
ぐ
に
思
い
つ

く
の
が
、
奈
良
の
東
大
寺
に
あ
る
毘
盧
舎

那
仏
、
い
わ
ゆ
る
「
奈
良
の
大
仏
」
で
あ

ろ
う
。
こ
ち
ら
は
像
高
が
14
メ
ー
ト
ル
98

セ
ン
チ
あ
る
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
巨
大
な

仏
像
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
し
て
造
ら

れ
た
の
か
、
皆
さ
ん
は
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

　
仏
像
の
作
り
方
は
そ
の
大
き
さ
や
形
態

に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
大

き
な
像
は
土
型
（
つ
ち
が
た
）
と
呼
ば
れ

る
技
法
が
用
い
ら
れ
、
土
（
鋳
物
砂
）
を

用
い
て
ま
ず
原
型
を
造
る
。
要
す
る
に
粘

土
で
仏
像
を
造
る
よ
う
な
感
覚
で
あ
る
。

次
に
、
で
き
た
土
の
原
型
を
ま
た
別
の
土

で
お
お
い
外
型
を
造
る
。
外
型
は
あ
る
程

度
の
大
き
さ
に
分
割
し
て
造
り
、
乾
燥
し

た
ら
取
り
外
す
。
そ
し
て
現
れ
た
原
型
の

表
面
を
薄
く
削
り
取
る
。
こ
の
削
り
取
っ

た
後
の
も
の
は
、
中
子
（
な
か
ご
）
と
呼

ば
れ
る
。
そ
し
て
再
び
外
型
を
中
子
に
そ

わ
せ
て
組
み
上
げ
、
先
程
削
っ
た
部
分
に

溶
解
し
た
青
銅
（
ブ
ロ
ン
ズ
）
が
流
し
込

む
の
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
一
気
に
あ
れ

だ
け
の
量
の
青
銅
を
溶
解
し
て
流
し
込
む

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
下
か
ら
順

に
段
々
と
外
型
を
組
み
合
わ
せ
て
は
流
し

込
み
、
ま
た
組
み
合
わ
せ
て
は
流
し
込
み

と
い
う
作
業
を
繰
り
返
す
の
で
あ
る
。
こ

れ
を
分
鋳
と
い
う
。
東
大
寺
の
大
仏
は
全

部
で
八
段
に
分
け
て
流
し
込
ま
れ
た
と
い

わ
れ
、
真
楽
寺
の
大
仏
は
更
に
細
か
く
、

段
で
は
な
く
外
型
一
型
に
つ
き
一
回
流
し

込
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
（
但
し
、
頭
部
と

左
手
首
、
右
腕
は
別
に
鋳
造
し
て
は
め
込

ん
で
あ
る
）

　
真
楽
寺
の
大
仏
の
背
面
に
は
約
25
セ
ン

チ
四
方
の
穴
が
開
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ

か
ら
中
を
の
ぞ
く
と
こ
れ
ら
の
様
子
が
よ

く
分
か
る
。
型
の
境
目
は
巧
妙
に
重
ね
合

わ
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
鉄
製
の
か
す
が
い
が

か
ら
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
技
術
は
驚
く

べ
き
も
の
で
、
重
機
も
何
も
な
か
っ
た
時

代
に
こ
れ
だ
け
の
仕
事
を
し
た
当
時
の
鋳

物
師
達
に
は
、
ま
っ
た
く
頭
が
下
が
る
思

い
で
あ
る
。

　
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、
こ
の
「
三
重
の

大
仏
」
を
拝
見
し
、
こ
れ
を
手
仕
事
で
造

っ
た
当
時
の
鋳
物
師
た
ち
の
心
意
気
と
、

そ
の
素
晴
ら
し
い
技
術
を
感
じ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
。

※
真
楽
寺
の
大
仏
は
大
仏
殿
に
安
置
さ
れ
て
お
り
、

　
像
内
部
を
見
学
す
る
こ
と
は
通
常
で
き
ま
せ
ん
。

大
仏
の
レ
シ
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
釆
　
　
真
澄

研

究

余

滴

研

究

余

滴

キ
ャ
リ
ア
は
つ
く
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
嶋
　
慎
介

　　
筆
者
は
、
主
に
企
業
の
経
営
に
つ
い
て

論
じ
る
経
営
学
を
専
門
と
し
て
い
る
（
こ

と
に
な
っ
て
い
る
）
。
「
専
門
と
し
て
い

る
」
と
軽
々
し
く
言
え
な
い
の
は
、
学
生

時
代
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
お
二
人
の
指

導
教
授
の
存
在
が
大
き
い
か
ら
だ
。
現
在
、

研
究
課
題
と
し
て
い
る
の
は
「
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
支
援
の
た
め
の
経
営
学
的

研
究
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
自
ら
の
研
究

キ
ャ
リ
ア
の
第
一
歩
で
あ
る
学
生
時
代
を

ふ
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

　
学
部
生
時
代
に
は
、
人
事
・
労
務
管
理

論
の
ゼ
ミ
を
専
攻
し
た
。
当
時
は
、
人
生

全
般
の
幸
せ
を
前
提
と
し
、
個
人
主
導
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
た
め
の
「
労
働
時
間
の

短
縮
」
を
自
ら
の
テ
ー
マ
と
し
て
い
た

（
大
げ
さ
に
言
え
ば
）
。
指
導
教
授
は
、

愛
知
労
働
基
準
局
賃
金
相
談
員
な
ど
学
界

を
超
え
て
広
く
活
躍
さ
れ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
実
践
的
な
話
が
議
論
の
焦
点
と
な

っ
て
い
た
。
社
会
体
験
の
浅
い
自
分
に
と

っ
て
は
、
ど
こ
か
他
人
事
の
よ
う
な
感
じ

も
あ
っ
た
。
だ
が
、
直
接
的
に
社
会
と
関

わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
知
」
を
得
る
重
要

性
だ
け
は
自
然
に
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
た
。
近
年
の
人
材
派
遣
会
社
で
の
教
育

研
修
活
動
に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
一
方
、
院
生
時
代
の
指
導
教
授
は
、
経

営
学
の
泰
斗
と
ま
で
言
わ
れ
る
大
先
生
で

あ
っ
た
。
そ
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
初
年
度
は

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
あ
り
、
相
当
に
や
り
込

め
ら
れ
、
本
当
に
涙
を
流
し
た
。
先
生
が

怖
く
て
仕
方
が
な
か
っ
た
。
先
生
の
風
貌

は
、
歴
史
の
教
科
書
の
肖
像
画
と
し
て

（
あ
る
い
は
マ
ン
ガ
に
）
登
場
し
て
き
そ

う
な
ほ
ど
の
学
者
然
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

堅
物
そ
の
も
の
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
。
他

の
受
講
生
が
い
る
講
義
科
目
に
お
い
て
も
、

学
問
の
厳
し
さ
を
体
感
さ
せ
ら
れ
た
。
ノ

ー
ベ
ル
経
済
学
者
ハ
ー
バ
ー
ト
・
サ
イ
モ

ン
の
「
経
営
行
動
」
を
１
年
に
わ
た
っ
て

輪
読
し
た
が
、
睡
魔
と
闘
い
な
が
ら
何
と

か
本
に
噛
り
付
く
ば
か
り
だ
っ
た
。
さ
ら

に
そ
の
原
書
も
読
ま
さ
れ
た
が
理
解
で
き

る
は
ず
も
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、
先
生

は
少
な
く
と
も
原
書
を
50
回
は
繰
り
返
し

熟
読
し
た
と
仰
っ
て
い
た
。

　
経
営
学
と
は
「
理
論
と
実
践
の
学
」
、

キ
ャ
リ
ア
と
は
「
生
涯
を
通
し
て
の
人
間

の
生
き
方
・
表
現
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
。

こ
う
し
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
お
金
に

は
恵
ま
れ
な
い
研
究
生
活
を
送
っ
て
き
た

も
の
の
、
先
生
を
は
じ
め
、
多
く
の
理
解

者
に
恵
ま
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
研
究

仲
間
と
の
議
論
を
通
じ
「
理
論
と
実
践
」

を
学
ん
だ
。
そ
し
て
、
少
し
ず
つ
、
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
自
分
ら
し
い
キ
ャ

リ
ア
を
形
成
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
も
思
う
。

　
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
支
援
の
た
め

に
、
自
ら
の
力
を
振
り
絞
る
。
自
分
自
身

の
力
を
出
し
惜
し
み
し
な
い
。
こ
れ
が
今

後
の
教
育
・
研
究
活
動
へ
の
ス
タ
ン
ス
だ
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
難
解
な
本
は
、
何
回
も

読
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
の
は
、
今
に

し
て
思
え
ば
、
大
先
生
の
精
一
杯
の
ギ
ャ

グ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
…



育
児
文
化

　
研
究
セ
ン
タ
ー

　
ユ
マ
ニ
テ
ク
福
祉
専
門
学
校
か
ら
、
緑
多

い
高
田
短
期
大
学
に
着
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

早
数
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
私
は
介
護
福
祉

士
と
し
て
働
い
て
い
た
時
か
ら
高
短
の
「
ヘ

ル
パ
ー
２
級
」
の
講
師
と
し
て
通
算
４
年
関

わ
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
４
月
の
学
生
健
康
診
断
の
時
「
あ

れ
？
」
と
顔
を
見
て
ニ
ッ
コ
リ
さ
れ
た
り
、

「
あ
れ
、
ユ
マ
ニ
テ
ク
の
先
生
や
っ
た
の
に
、

高
短
の
先
生
に
な
っ
た
ん
や
」
と
声
を
か
け

て
く
だ
さ
る
学
生
が
あ
り
、
高
短
の
教
員
に

加
え
て
い
た
だ
き
「
学
生
と
共
に
学
ぼ
う
」

と
意
欲
が
沸
い
て
き
ま
し
た
。
今
日
迄
、
歩

ん
で
き
た
人
生
の
中
で
「
笑
顔
」
は
と
て
も

大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
笑
顔
を
忘
れ
ず
共

に
学
び
ま
し
ょ
う
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
こ
の
高
田
短
期

大
学
に
着
任
し
、
数
ヶ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
着
任
に
際
し
、
兵
庫
県
の
西
宮

市
か
ら
津
市
へ
移
り
住
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

三
重
県
は
歴
史
的
に
見
て
も
幼
児
教
育
の
豊

か
な
蓄
積
が
あ
り
、
ま
た
今
日
的
な
視
点
に

お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
取
り
組
み

が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
に
根
ざ
し
た

実
践
研
究
に
大
変
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
学
生
の
皆
さ
ん
と
も
双
方
向
的
に

か
か
わ
り
な
が
ら
、
充
実
し
た
教
育
・
研
究

生
活
を
送
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
春
よ
り
オ
フ
ィ
ス
情
報
学
科
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
関
連
科
目
（
国
語
表
現
、
文

書
作
成
、
英
会
話
な
ど
）
を
担
当
し
て
お
り

ま
す
。

　
人
と
人
と
を
つ
な
い
で
い
る
の
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
文
書
表
現
や
口
頭
表

現
の
基
本
か
ら
実
践
的
な
応
用
能
力
を
修
得

し
て
い
た
だ
き
、
時
代
や
文
化
に
即
し
た

「
良
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
」

を
指
導
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
学
生
諸
君
に
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
あ
り
方
を
熟
考
し
て
修
得
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
オ
フ
ィ
ス
情
報
学
科
の
一
員
と
し
て
ビ
ジ

ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
関
連
科
目
を
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
４
月
以
来
、
諸
先
生
方
の
教
育
・
研

究
活
動
に
対
す
る
情
熱
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

な
が
ら
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
私
自

身
も
成
長
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
微
力

な
が
ら
も
最
大
限
の
貢
献
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
世
の
中
が
ど
う
変
わ
ろ

う
と
も
、
「
い
ま
・
こ
こ
で
・
で
き
る
こ

と
」
か
ら
実
行
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
今
年
の
３
月
に
本
学
の
幼
児
教
育
学
科
を

卒
業
し
、
縁
あ
っ
て
そ
の
ま
ま
こ
の
高
田
短

期
大
学
で
勤
務
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
今
は
事
務
局
総
務
課
で
、
庶
務
的
な

業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
学
務
課
と
は
違
い
学
生
の
皆
さ
ん
と
直
接

関
わ
る
機
会
は
少
な
い
け
れ
ど
、
本
学
で
学

ん
だ
経
験
を
い
か
し
、
卒
業
生
と
し
て
の
立

場
か
ら
、
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
い

ろ
い
ろ
な
業
務
を
通
し
日
々
成
長
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
12
年
間
の
勤
務
が
無
事
終
わ
り
ま
し
た
。

心
軽
や
か
に
高
田
の
丘
を
下
り
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
の
は
、
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
を
い

た
だ
け
た
か
ら
こ
そ
と
心
よ
り
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　
こ
の
10
年
間
に
も
世
の
中
の
状
況
は
大
き

く
変
化
し
、
い
ろ
い
ろ
な
事
件
が
多
く
起
こ

り
、
毎
日
が
あ
わ
た
だ
し
い
と
感
じ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
に
、
建
学
の
精
神
が
私
た
ち

に
何
か
を
語
り
か
け
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
「
自
然
や
人
間
を
慈
し
み
尊
重
す
る
豊

か
な
人
間
性
」
を
持
つ
こ
と
が
、
今
求
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
精
神
を

大
切
に
す
る
こ
と
が
、
高
田
学
苑
の
将
来
の

栄
光
に
つ
な
が
る
と
信
じ
ま
す
。

　
あ
の
坂
道
を
歩
い
て
登
り
下
り
す
る
こ
と

21
年
。
桜
に
ツ
ツ
ジ
、
新
緑
に
秋
の
草
花
な

ど
、
四
季
折
々
の
風
情
を
楽
し
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
中
で
も
自
転
車
置
き
場
の
近

く
で
、
坂
道
を
横
切
る
野
ウ
サ
ギ
を
見
た
驚

き
は
今
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
高
田
高
校
か
ら
の

道
は
と
て
も
風
が
強
く
、
難
儀
す
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
で
し
た
。
目
の
前
で
、
体
格
の
よ

い
男
の
先
生
が
、
風
に
吹
か
れ
て
田
ん
ぼ
に

落
ち
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
新
し

い
学
科
を
加
え
、
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
ま
す

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
５
年
間
の
年
月
を
短
大
で
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
そ
の
間
に
お
か
げ
さ
ま
で
県
内
各

地
の
保
育
園
・
幼
稚
園
関
係
者
や
行
政
、
そ

の
他
様
々
な
方
々
と
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
５
年
間
で
知

り
合
え
た
方
々
と
の
ご
縁
を
大
切
に
し
て
、

更
に
社
会
で
活
動
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
こ
れ
も
不
思
議
な
ご
縁
で
は
あ
り

ま
す
が
、
高
田
短
大
を
退
職
後
同
じ
本
山
の

高
田
福
祉
事
業
協
会
で
事
務
局
長
補
佐
・
看

護
師
と
し
て
働
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
と
も
同
じ

”高
田
“
で
働

く
一
人
と
し
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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高
田
短
期
大
学
仏
教
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー
は
平
成
６
年
４
月
１
日
に
高

田
短
期
大
学
旧
１
号
館
内
に
開
設
さ

れ
、
平
成
８
年
４
月
１
日
に
高
田
短

期
大
学
図
書
館
内
に
移
設
さ
れ
ま
し

た
。
本
年
４
月
１
日
に
組
織
改
正
が

行
わ
れ
、
高
田
短
期
大
学
共
同
研
究

施
設
と
し
て
育
児
文
化
研
究
セ
ン
タ

ー
と
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
が
地

域
貢
献
と
連
携
の
拠
点
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
従
来

か
ら
『
顕
正
流
義
鈔
』
の
研
究
や
、

仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座

な
ど
を
通
じ
て
、
研
究
成
果
を
公
に

し
地
域
と
の
連
携
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
ま
で
以
上
に
地
域
の
方

々
と
の
交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
た
な
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

の
目
標
と
し
て
次
の
３
つ
の
点
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

①
「
地
域
へ
の
貢
献
と
交
流
」
で
は
、

幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
へ
の
仏
教

文
化
を
基
礎
と
し
た
支
援
や
高
齢

者
福
祉
施
設
へ
の
支
援
、
仏
教
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
の
開

催
な
ど
、
仏
教
文
化
を
基
盤
と
し

た
豊
か
な
精
神
生
活
を
目
指
し
た

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

②
「
仏
教
行
事
の
実
施
」
で
は
、
建

学
の
精
神
に
基
づ
き
、
社
会
人
と

し
て
豊
か
な
教
養
と
精
神
を
身
に

付
け
た
人
材
を
育
て
る
教
育
機
関

と
し
て
、
全
教
職
員
、
全
学
生
及

び
地
域
の
方
々
と
共
に
生
を
考
え
、

合
掌
の
心
を
実
践
す
る
場
と
し
て

仏
教
行
事
を
催
し
て
い
き
ま
す
。

③
「
仏
教
文
化
の
研
究
と
公
開
」
で

は
、
仏
教
に
関
す
る
書
物
の
解
釈

と
そ
の
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
成
果
を
出
版
物
と
し
て
公
開
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
仏
教
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー
の
蔵
書
を
公
開
す

る
こ
と
に
よ
り
広
く
研
究
等
に
活

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
皆

様
方
と
共
に
心
豊
な
世
の
中
と
な
る

よ
う
活
動
し
て
参
り
た
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　
平
成
16
年
10
月
１
日
に
、
「
高
田

短
期
大
学
育
児
文
化
研
究
セ
ン
タ

ー
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
目

的
は
、
名
称
の
と
お
り
、
「
保
育
・

教
育
、
子
育
て
問
題
、
児
童
文
化
発

展
の
面
で
地
域
貢
献
・
連
携
を
め
ざ

し
、
子
育
て
支
援
に
寄
与
す
る
」
こ

と
で
す
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
昨
今
、
わ
が

国
は
少
子
化
の
一
途
で
、
子
ど
も
は

増
え
な
い
・
子
育
て
は
困
難
を
き
た

す
と
い
う
、
過
去
に
例
を
見
な
い
ほ

ど
子
ど
も
の
保
育
や
教
育
・
福
祉
の

領
域
で
は
課
題
山
積
で
す
。
国
は
、

10
年
ほ
ど
前
か
ら
様
々
な
政
策
を
打

ち
出
し
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
事

態
は
好
転
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
三
重

県
で
も
同
様
に
、
子
育
て
問
題
は
大

き
な
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
県
は
も
と
よ
り
各

自
治
体
も
「
地
域
の
教
育
力
再
生
」

や
「
次
世
代
育
成
」
な
ど
に
関
す
る

い
ろ
い
ろ
な
対
策
を
打
ち
出
し
て
、

課
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
本

学
は
県
内
で
数
少
な
い
保
育
者
養
成

の
大
学
と
し
て
、
そ
の
専
門
性
を
生

か
し
な
が
ら
地
域
の
役
に
立
ち
た
い
、

保
育
や
児
童
福
祉
の
現
場
と
手
を
結

ん
で
子
育
て
に
明
る
い
未
来
を
創
生

す
る
こ
と
に
寄
与
し
た
い
と
の
願
い

で
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
誕
生
い
た
し

ま
し
た
。

　
顧
問
と
し
て
櫻
井
實
（
三
重
大
学

名
誉
教
授
・
医
学
博
士
）
、
谷
岡
経

津
子
（
四
日
市
大
学
総
合
政
策
学
部

教
授
）
、
太
田
和
子
（
前
三
重
県
国

公
立
幼
稚
園
長
会
会
長
・
四
日
市
市

立
富
田
幼
稚
園
長
）
三
氏
の
お
力
添

え
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
構
成

員
は
、
学
内
研
究
員
15
名
、
学
外
の

客
員
研
究
員
14
名
で
、
大
き
な
協
力

体
制
を
得
て
い
ま
す
。

　
主
な
事
業
内
容
は
、（
一
）保
育
・

育
児
に
関
す
る
情
報
発
信
、（
二
）本

学
施
設
を
開
放
し
て
親
子
支
援
、

（
三
）幼
児
保
育
者
の
た
め
の
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
、（
四
）研
究
会
、（
五
）出

前
講
座
・
講
師
派
遣
、（
六
）研
究
紀

要
の
刊
行
、（
七
）セ
ン
タ
ー
情
報
誌

の
発
行
、（
八
）児
童
文
化
の
育
成
、

な
ど
で
す
。

　
昨
年
度
は
、
秋
に
「
馬
と
ふ
れ
あ

う
一
日
」
と
い
う
親
子
向
け
の
事
業

や
、
12
月
に
開
設
記
念
行
事
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
三
重
の
子
育
て
を
考
え

る
」
な
ど
を
実
施
し
、
多
く
の
方
々

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
出

前
講
座
は
反
響
も
大
き
く
、
県
内
各

地
の
幼
稚
園
や
保
育
所
等
か
ら
多
数

の
依
頼
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し

な
が
ら
、
少
し
ず
つ
確
か
な
前
進
と

蓄
積
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

仏
教
文
化

　
研
究
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
　
豊
田
和
子

セ
ン
タ
ー
長
　
大
西
眞
純

「
笑
顔
」
で
共
に

　
　
学
び
ま
し
ょ
う

織
田
紀
代
子

子
ど
も
に

　
寄
り
添
う
保
育
を

内
藤
由
佳
子

良
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
め
ざ
し
て

平
田
　
祐
子

は
じ
め
ま
し
て

森
本
　
佳
奈

よ
く
考
え
て
、

よ
く
動
き
ま
し
ょ
う

手
嶋
　
慎
介

み
な
さ
ん

　
あ
り
が
と
う
！！

中
田
　
登
子

21
年
お
世
話
に

　
　
な
り
ま
し
た

首
藤
　
善
樹

高
田
短
期
大
学
の

　
退
任
に
あ
た
っ
て

駒
田
　
聡
子

着
任
の
み
な
さ
ん

退
任
の
み
な
さ
ん

平成18年４月から高田短期大学に新しい学科が生まれます。
今までの幼児教育学科、オフィス情報学科の構成から、

の学科構成を予定しています。（数値は予定入学定員です）
これからも地域の方々のご期待にお応えする、愛される学苑にしていき
たいと思います。ご期待ください。

子ども学科（150名）� 幼児教育コース

� 子ども福祉コース

オフィス情報学科（60名）

人間福祉学科（40名）� 介護福祉コース（開設計画中）

●地域に根ざす短期大学をめざして●

平成17年５月６日　総会

鈴鹿西岸寺所蔵『顕正流義鈔』
真慧上人真筆と伝えられる

幼
児
教
育
学
科
　
三
宅
　
啓
子

追
悼
・
伊
東
　

功 

先
生

　
伊
東
先
生
の
突
然
の
訃

報
に
際
し
、
た
だ
た
だ
、

驚
き
と
残
念
さ
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
そ
の
一
週
間

前
、
津
市
内
で
開
催
さ
れ

た
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
で
お
会
い
し
た
ば
か
り

で
し
た
。

　
先
生
は
、
高
田
短
期
大
学
で
平
成
３
年
４
月

か
ら
平
成
11
年
３
月
の
定
年
で
退
職
さ
れ
る
ま

で
の
間
、
い
ろ
い
ろ
な
職
を
歴
任
さ
れ
、
そ
の

一
つ
一
つ
に
真
摯
な
態
度
で
取
り
組
ま
れ
、
着

実
に
結
果
と
し
て
形
に
残
さ
れ
る
お
仕
事
振
り

で
し
た
。

　
学
生
は
勿
論
の
こ
と
、
私
た
ち
教
職
員
も
、

先
生
が
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
た
教
育
経
験
と
実

績
か
ら
教
わ
る
こ
と
が
大
変
多
く
あ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
も
、
先
生
が

よ
く
口
に
さ
れ
る
言
葉
「
ホ
ウ
」
が
思
い
出
さ

れ
ま
す
。

　
先
生
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。



育
児
文
化

　
研
究
セ
ン
タ
ー

　
ユ
マ
ニ
テ
ク
福
祉
専
門
学
校
か
ら
、
緑
多

い
高
田
短
期
大
学
に
着
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

早
数
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
私
は
介
護
福
祉

士
と
し
て
働
い
て
い
た
時
か
ら
高
短
の
「
ヘ

ル
パ
ー
２
級
」
の
講
師
と
し
て
通
算
４
年
関

わ
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
４
月
の
学
生
健
康
診
断
の
時
「
あ

れ
？
」
と
顔
を
見
て
ニ
ッ
コ
リ
さ
れ
た
り
、

「
あ
れ
、
ユ
マ
ニ
テ
ク
の
先
生
や
っ
た
の
に
、

高
短
の
先
生
に
な
っ
た
ん
や
」
と
声
を
か
け

て
く
だ
さ
る
学
生
が
あ
り
、
高
短
の
教
員
に

加
え
て
い
た
だ
き
「
学
生
と
共
に
学
ぼ
う
」

と
意
欲
が
沸
い
て
き
ま
し
た
。
今
日
迄
、
歩

ん
で
き
た
人
生
の
中
で
「
笑
顔
」
は
と
て
も

大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
笑
顔
を
忘
れ
ず
共

に
学
び
ま
し
ょ
う
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
こ
の
高
田
短
期

大
学
に
着
任
し
、
数
ヶ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
着
任
に
際
し
、
兵
庫
県
の
西
宮

市
か
ら
津
市
へ
移
り
住
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

三
重
県
は
歴
史
的
に
見
て
も
幼
児
教
育
の
豊

か
な
蓄
積
が
あ
り
、
ま
た
今
日
的
な
視
点
に

お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
取
り
組
み

が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
に
根
ざ
し
た

実
践
研
究
に
大
変
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
学
生
の
皆
さ
ん
と
も
双
方
向
的
に

か
か
わ
り
な
が
ら
、
充
実
し
た
教
育
・
研
究

生
活
を
送
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
春
よ
り
オ
フ
ィ
ス
情
報
学
科
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
関
連
科
目
（
国
語
表
現
、
文

書
作
成
、
英
会
話
な
ど
）
を
担
当
し
て
お
り

ま
す
。

　
人
と
人
と
を
つ
な
い
で
い
る
の
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
文
書
表
現
や
口
頭
表

現
の
基
本
か
ら
実
践
的
な
応
用
能
力
を
修
得

し
て
い
た
だ
き
、
時
代
や
文
化
に
即
し
た

「
良
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
」

を
指
導
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
学
生
諸
君
に
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
あ
り
方
を
熟
考
し
て
修
得
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
オ
フ
ィ
ス
情
報
学
科
の
一
員
と
し
て
ビ
ジ

ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
関
連
科
目
を
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
４
月
以
来
、
諸
先
生
方
の
教
育
・
研

究
活
動
に
対
す
る
情
熱
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

な
が
ら
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
私
自

身
も
成
長
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
微
力

な
が
ら
も
最
大
限
の
貢
献
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
世
の
中
が
ど
う
変
わ
ろ

う
と
も
、
「
い
ま
・
こ
こ
で
・
で
き
る
こ

と
」
か
ら
実
行
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
今
年
の
３
月
に
本
学
の
幼
児
教
育
学
科
を

卒
業
し
、
縁
あ
っ
て
そ
の
ま
ま
こ
の
高
田
短

期
大
学
で
勤
務
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
今
は
事
務
局
総
務
課
で
、
庶
務
的
な

業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
学
務
課
と
は
違
い
学
生
の
皆
さ
ん
と
直
接

関
わ
る
機
会
は
少
な
い
け
れ
ど
、
本
学
で
学

ん
だ
経
験
を
い
か
し
、
卒
業
生
と
し
て
の
立

場
か
ら
、
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
い

ろ
い
ろ
な
業
務
を
通
し
日
々
成
長
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
12
年
間
の
勤
務
が
無
事
終
わ
り
ま
し
た
。

心
軽
や
か
に
高
田
の
丘
を
下
り
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
の
は
、
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
を
い

た
だ
け
た
か
ら
こ
そ
と
心
よ
り
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　
こ
の
10
年
間
に
も
世
の
中
の
状
況
は
大
き

く
変
化
し
、
い
ろ
い
ろ
な
事
件
が
多
く
起
こ

り
、
毎
日
が
あ
わ
た
だ
し
い
と
感
じ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
に
、
建
学
の
精
神
が
私
た
ち

に
何
か
を
語
り
か
け
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
「
自
然
や
人
間
を
慈
し
み
尊
重
す
る
豊

か
な
人
間
性
」
を
持
つ
こ
と
が
、
今
求
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
精
神
を

大
切
に
す
る
こ
と
が
、
高
田
学
苑
の
将
来
の

栄
光
に
つ
な
が
る
と
信
じ
ま
す
。

　
あ
の
坂
道
を
歩
い
て
登
り
下
り
す
る
こ
と

21
年
。
桜
に
ツ
ツ
ジ
、
新
緑
に
秋
の
草
花
な

ど
、
四
季
折
々
の
風
情
を
楽
し
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
中
で
も
自
転
車
置
き
場
の
近

く
で
、
坂
道
を
横
切
る
野
ウ
サ
ギ
を
見
た
驚

き
は
今
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
高
田
高
校
か
ら
の

道
は
と
て
も
風
が
強
く
、
難
儀
す
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
で
し
た
。
目
の
前
で
、
体
格
の
よ

い
男
の
先
生
が
、
風
に
吹
か
れ
て
田
ん
ぼ
に

落
ち
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
新
し

い
学
科
を
加
え
、
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
ま
す

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
５
年
間
の
年
月
を
短
大
で
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
そ
の
間
に
お
か
げ
さ
ま
で
県
内
各

地
の
保
育
園
・
幼
稚
園
関
係
者
や
行
政
、
そ

の
他
様
々
な
方
々
と
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
５
年
間
で
知

り
合
え
た
方
々
と
の
ご
縁
を
大
切
に
し
て
、

更
に
社
会
で
活
動
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
こ
れ
も
不
思
議
な
ご
縁
で
は
あ
り

ま
す
が
、
高
田
短
大
を
退
職
後
同
じ
本
山
の

高
田
福
祉
事
業
協
会
で
事
務
局
長
補
佐
・
看

護
師
と
し
て
働
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
と
も
同
じ

”高
田
“
で
働

く
一
人
と
し
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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高
田
短
期
大
学
仏
教
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー
は
平
成
６
年
４
月
１
日
に
高

田
短
期
大
学
旧
１
号
館
内
に
開
設
さ

れ
、
平
成
８
年
４
月
１
日
に
高
田
短

期
大
学
図
書
館
内
に
移
設
さ
れ
ま
し

た
。
本
年
４
月
１
日
に
組
織
改
正
が

行
わ
れ
、
高
田
短
期
大
学
共
同
研
究

施
設
と
し
て
育
児
文
化
研
究
セ
ン
タ

ー
と
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
が
地

域
貢
献
と
連
携
の
拠
点
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
従
来

か
ら
『
顕
正
流
義
鈔
』
の
研
究
や
、

仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座

な
ど
を
通
じ
て
、
研
究
成
果
を
公
に

し
地
域
と
の
連
携
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
ま
で
以
上
に
地
域
の
方

々
と
の
交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
た
な
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

の
目
標
と
し
て
次
の
３
つ
の
点
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

①
「
地
域
へ
の
貢
献
と
交
流
」
で
は
、

幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
へ
の
仏
教

文
化
を
基
礎
と
し
た
支
援
や
高
齢

者
福
祉
施
設
へ
の
支
援
、
仏
教
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
の
開

催
な
ど
、
仏
教
文
化
を
基
盤
と
し

た
豊
か
な
精
神
生
活
を
目
指
し
た

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

②
「
仏
教
行
事
の
実
施
」
で
は
、
建

学
の
精
神
に
基
づ
き
、
社
会
人
と

し
て
豊
か
な
教
養
と
精
神
を
身
に

付
け
た
人
材
を
育
て
る
教
育
機
関

と
し
て
、
全
教
職
員
、
全
学
生
及

び
地
域
の
方
々
と
共
に
生
を
考
え
、

合
掌
の
心
を
実
践
す
る
場
と
し
て

仏
教
行
事
を
催
し
て
い
き
ま
す
。

③
「
仏
教
文
化
の
研
究
と
公
開
」
で

は
、
仏
教
に
関
す
る
書
物
の
解
釈

と
そ
の
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
成
果
を
出
版
物
と
し
て
公
開
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
仏
教
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー
の
蔵
書
を
公
開
す

る
こ
と
に
よ
り
広
く
研
究
等
に
活

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
皆

様
方
と
共
に
心
豊
な
世
の
中
と
な
る

よ
う
活
動
し
て
参
り
た
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　
平
成
16
年
10
月
１
日
に
、
「
高
田

短
期
大
学
育
児
文
化
研
究
セ
ン
タ

ー
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
目

的
は
、
名
称
の
と
お
り
、
「
保
育
・

教
育
、
子
育
て
問
題
、
児
童
文
化
発

展
の
面
で
地
域
貢
献
・
連
携
を
め
ざ

し
、
子
育
て
支
援
に
寄
与
す
る
」
こ

と
で
す
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
昨
今
、
わ
が

国
は
少
子
化
の
一
途
で
、
子
ど
も
は

増
え
な
い
・
子
育
て
は
困
難
を
き
た

す
と
い
う
、
過
去
に
例
を
見
な
い
ほ

ど
子
ど
も
の
保
育
や
教
育
・
福
祉
の

領
域
で
は
課
題
山
積
で
す
。
国
は
、

10
年
ほ
ど
前
か
ら
様
々
な
政
策
を
打

ち
出
し
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
事

態
は
好
転
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
三
重

県
で
も
同
様
に
、
子
育
て
問
題
は
大

き
な
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
県
は
も
と
よ
り
各

自
治
体
も
「
地
域
の
教
育
力
再
生
」

や
「
次
世
代
育
成
」
な
ど
に
関
す
る

い
ろ
い
ろ
な
対
策
を
打
ち
出
し
て
、

課
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
本

学
は
県
内
で
数
少
な
い
保
育
者
養
成

の
大
学
と
し
て
、
そ
の
専
門
性
を
生

か
し
な
が
ら
地
域
の
役
に
立
ち
た
い
、

保
育
や
児
童
福
祉
の
現
場
と
手
を
結

ん
で
子
育
て
に
明
る
い
未
来
を
創
生

す
る
こ
と
に
寄
与
し
た
い
と
の
願
い

で
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
誕
生
い
た
し

ま
し
た
。

　
顧
問
と
し
て
櫻
井
實
（
三
重
大
学

名
誉
教
授
・
医
学
博
士
）
、
谷
岡
経

津
子
（
四
日
市
大
学
総
合
政
策
学
部

教
授
）
、
太
田
和
子
（
前
三
重
県
国

公
立
幼
稚
園
長
会
会
長
・
四
日
市
市

立
富
田
幼
稚
園
長
）
三
氏
の
お
力
添

え
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
構
成

員
は
、
学
内
研
究
員
15
名
、
学
外
の

客
員
研
究
員
14
名
で
、
大
き
な
協
力

体
制
を
得
て
い
ま
す
。

　
主
な
事
業
内
容
は
、（
一
）保
育
・

育
児
に
関
す
る
情
報
発
信
、（
二
）本

学
施
設
を
開
放
し
て
親
子
支
援
、

（
三
）幼
児
保
育
者
の
た
め
の
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
、（
四
）研
究
会
、（
五
）出

前
講
座
・
講
師
派
遣
、（
六
）研
究
紀

要
の
刊
行
、（
七
）セ
ン
タ
ー
情
報
誌

の
発
行
、（
八
）児
童
文
化
の
育
成
、

な
ど
で
す
。

　
昨
年
度
は
、
秋
に
「
馬
と
ふ
れ
あ

う
一
日
」
と
い
う
親
子
向
け
の
事
業

や
、
12
月
に
開
設
記
念
行
事
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
三
重
の
子
育
て
を
考
え

る
」
な
ど
を
実
施
し
、
多
く
の
方
々

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
出

前
講
座
は
反
響
も
大
き
く
、
県
内
各

地
の
幼
稚
園
や
保
育
所
等
か
ら
多
数

の
依
頼
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し

な
が
ら
、
少
し
ず
つ
確
か
な
前
進
と

蓄
積
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

仏
教
文
化

　
研
究
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
　
豊
田
和
子

セ
ン
タ
ー
長
　
大
西
眞
純

「
笑
顔
」
で
共
に

　
　
学
び
ま
し
ょ
う

織
田
紀
代
子

子
ど
も
に

　
寄
り
添
う
保
育
を

内
藤
由
佳
子

良
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
め
ざ
し
て

平
田
　
祐
子

は
じ
め
ま
し
て

森
本
　
佳
奈

よ
く
考
え
て
、

よ
く
動
き
ま
し
ょ
う

手
嶋
　
慎
介

み
な
さ
ん

　
あ
り
が
と
う
！！

中
田
　
登
子

21
年
お
世
話
に

　
　
な
り
ま
し
た

首
藤
　
善
樹

高
田
短
期
大
学
の

　
退
任
に
あ
た
っ
て

駒
田
　
聡
子

着
任
の
み
な
さ
ん

退
任
の
み
な
さ
ん

平成18年４月から高田短期大学に新しい学科が生まれます。
今までの幼児教育学科、オフィス情報学科の構成から、

の学科構成を予定しています。（数値は予定入学定員です）
これからも地域の方々のご期待にお応えする、愛される学苑にしていき
たいと思います。ご期待ください。

子ども学科（150名）� 幼児教育コース

� 子ども福祉コース

オフィス情報学科（60名）

人間福祉学科（40名）� 介護福祉コース（開設計画中）

●地域に根ざす短期大学をめざして●

平成17年５月６日　総会

鈴鹿西岸寺所蔵『顕正流義鈔』
真慧上人真筆と伝えられる

幼
児
教
育
学
科
　
三
宅
　
啓
子

追
悼
・
伊
東
　

功 

先
生

　
伊
東
先
生
の
突
然
の
訃

報
に
際
し
、
た
だ
た
だ
、

驚
き
と
残
念
さ
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
そ
の
一
週
間

前
、
津
市
内
で
開
催
さ
れ

た
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
で
お
会
い
し
た
ば
か
り

で
し
た
。

　
先
生
は
、
高
田
短
期
大
学
で
平
成
３
年
４
月

か
ら
平
成
11
年
３
月
の
定
年
で
退
職
さ
れ
る
ま

で
の
間
、
い
ろ
い
ろ
な
職
を
歴
任
さ
れ
、
そ
の

一
つ
一
つ
に
真
摯
な
態
度
で
取
り
組
ま
れ
、
着

実
に
結
果
と
し
て
形
に
残
さ
れ
る
お
仕
事
振
り

で
し
た
。

　
学
生
は
勿
論
の
こ
と
、
私
た
ち
教
職
員
も
、

先
生
が
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
た
教
育
経
験
と
実

績
か
ら
教
わ
る
こ
と
が
大
変
多
く
あ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
も
、
先
生
が

よ
く
口
に
さ
れ
る
言
葉
「
ホ
ウ
」
が
思
い
出
さ

れ
ま
す
。

　
先
生
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。
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卒
業
生
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

卒
業
生
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

　
　
　
　
平
成
16
年
卒
　
平
見
和
可
奈

社
会
人
１
年
生
に
な
っ
て

　
　
　
　
平
成
17
年
卒
　
上
田
　
り
な

出
会
い
を
心
の
財
産
に

　
　
　
　
昭
和
52
年
卒
　
池
村
智
津
子

勉
学
継
続
奮
戦
中

　
　
　
　
平
成
16
年
卒
　
談
　
　
莉
萍

①
松
阪
市
立
第
一
保
育
園

②
嬉
し
い
と
思
う
こ
と
は
、

毎
朝
子
ど
も
た
ち
が
「
せ

ん
せ
ー
」
と
言
っ
て
抱
き

つ
き
に
来
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。
毎
日
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
に
元
気
を
も
ら
い
、
辛
い
と
き
で

も

”が
ん
ば
ろ
う
“
と
思
え
ま
す
。
そ
ん
な
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
保

育
士
に
な
れ
て
、
と
て
も
幸
せ
だ
な
ぁ
と
思
い

ま
す
。

　
辛
い
こ
と
は
、
今
年
初
め
て
一
人
担
任
と
な

り
、
不
安
や
戸
惑
い
で
自
分
の
気
持
ち
に
余
裕

を
持
て
ず
、
一
人
ひ
と
り
の
子
と
し
っ
か
り
と

向
き
合
え
て
い
な
い
と
感
じ
る
こ
と
で
す
。

③
卒
園
し
た
子
ど
も
た
ち
が

”先
生
に
会
い
た

い
“
と
会
い
に
来
て
く
れ
る
く
ら
い
子
ど
も
た

ち
に
好
か
れ
る
保
育
士
に
な
る
こ
と
で
す
。

④
同
じ
夢
を
持
ち
、
励
ま
し
合
え
る
大
切
な
友

だ
ち
や
私
た
ち
の
夢
を
応
援
し
、
支
え
て
く
れ

る
先
生
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
す
。

高
田
短
大
で
出
会
っ
た
友
だ
ち
や
先
生
と
過
ご

し
た
時
間
、
思
い
出
は
私
の
大
切
な
宝
物
で
す
。

⑤
短
大
生
活
は
想
像
し
て
い
た
よ
り
忙
し
く
、

大
変
だ
と
感
じ
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
実
習
へ
行
く
と
い
ろ
い
ろ
な
壁
に
ぶ
つ
か

り
、
悩
む
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な

時
は
、
保
育
士
を
目
指
し
て
短
大
に
入
学
し
た

時
の
気
持
ち
を
思
い
出
し
て
下
さ
い
。
辛
く
て

ど
う
し
よ
う
も
な
く
な
っ
た
時
は
先
生
を
頼
っ

て
下
さ
い
。
高
田
短
大
の
先
生
方
は
、
皆
さ
ん

の
思
い
を
し
っ
か
り
と
聞
い
て
く
れ
て
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
私
自
身

も
た
く
さ
ん
悩
み
ま
し
た
が
、
先
生
方
に
支
え

て
も
ら
っ
て
保
育
士
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
も
夢
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
下

さ
い
。

　
松
阪
の
公
立
幼
稚
園
に

勤
め
、
早
28
年
。
振
り
返

る
と
、
実
に
多
く
の
人
と

出
会
い
、
今
私
が
こ
こ
に

い
る
。
３
年
前
に
出
会
っ
た
自
閉
症
の
し
お
ん

君
は
、
心
で
見
る
大
切
さ
、
諦
め
な
い
強
さ
、

そ
し
て
教
育
の
基
本
に
も
う
一
度
立
つ
き
っ
か

け
を
く
れ
た
。
し
お
ん
君
一
家
と
の
出
会
い
か

ら
広
が
り
、
様
々
な
大
き
な
出
会
い
を
す
る
こ

と
に
な
る
。

　
い
ろ
い
ろ
な
出
会
い
を
油
絵
で
表
現
し
、
米

国
や
東
京
の
美
術
展
に
入
選
。
ま
た
そ
れ
を
き

っ
か
け
に
出
会
い
が
出
会
い
を
生
む
。
無
駄
な

出
会
い
な
ん
て
な
い
の
だ
。
無
駄
な
時
間
な
ん

て
一
秒
も
な
い
。
マ
イ
ナ
ス
と
思
っ
た
こ
と
が

あ
る
日
突
然
プ
ラ
ス
に
形
を
変
え
る
の
だ
か
ら
。

今
自
分
の
周
り
を
見
渡
し
て
、
友
だ
ち
、
先
生
、

か
け
が
え
の
な
い
人
た
ち
に
出
会
え
た
こ
と
を

噛
み
し
め
て
ほ
し
い
。
あ
な
た
が
そ
の
道
を
選

ば
な
か
っ
た
ら
、
き
っ
と
出
会
え
な
か
っ
た
人

た
ち
だ
。
私
も
高
田
短
大
で
は
あ
る
恩
師
と
の

出
会
い
に
よ
り
絵
を
描
く
楽
し
さ
を
教
わ
っ
た
。

そ
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、
こ
の
度
体
育

館
に
絵
を
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
皆
さ
ん
に
は
、
一
期
一
会
の
喜
び
を
持
っ
て

過
ご
し
て
ほ
し
い
。
ぜ
ひ
い
ろ
ん
な
所
へ
出
向

い
て
行
っ
て
ほ
し
い
。
一
つ
の
こ
と
に
一
生
懸

命
取
り
組
む
の
も
い
い
、
好
奇
心
い
っ
ぱ
い
に

様
々
な
こ
と
を
片
っ
端
か
ら
や
っ
て
み
る
の
も

い
い
。
人
と
の
出
会
い
は
、
時
に
人
を
大
き
く

変
え
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
ん
な
影
響
力
の
あ
る

人
に
、
自
分
も
な
れ
た
ら
と
て
も
素
敵
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

①
株
式
会
シ
ー
・
テ
ィ
ー
・
ワ
イ

②
い
つ
で
も
客
観
的
に
、
そ
し
て
冷
静
に
な
る

こ
と
。
「
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
」
を
持
つ
こ
と
。

③
私
に
は
、
未
だ
こ
れ
と
言
っ
た
特
定
の
夢
は

あ
り
ま
せ
ん
。

”今
“
を
精
一
杯
、
自
分
の
能

力
を
発
揮
し
て
、
的
確
な
判
断
を
し
て
過
ご
せ

る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

④
職
場
で
は
、
知
識
を
持
っ
て
い
て
も
実
際
生

か
さ
れ
な
け
れ
ば
何
の
役
に
も
立
ち
ま
せ
ん
。

知
恵
を
持
つ
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
基
盤
と
な

る
知
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
自
分
自
身
で
「
自
分
を
育
て
る
こ
と
の
で

き
る
環
境
」
を
作
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

⑤
２
年
間
を
無
為
に
過
ご
す
か
、
有
意
義
に
過

ご
す
か
。
自
分
が
納
得
で
き
る
よ
う
な
時
間
を

過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。①

鈴
鹿
国
際
大
学
国
際
関

係
学
科
３
年
次
編
入

②
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
、

大
学
で
世
界
中
い
ろ
い
ろ

な
国
や
地
域
の
友
だ
ち
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

　
辛
か
っ
た
こ
と
は
、
１
年
間
、
１
時
間
に
１

本
し
か
な
い
伊
勢
鉄
道
の
電
車
で
通
学
し
て
い

た
こ
と
で
す
。

③
中
国
で
日
本
に
関
わ
る
貿
易
会
社
を
作
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

④
高
田
短
大
に
入
学
し
た
事
で
、
私
は
以
前
か

ら
、
大
学
生
活
を
送
り
た
い
と
い
う
夢
を
実
現

で
き
ま
し
た
。
更
に
、
オ
フ
ィ
ス
情
報
学
科
の

２
年
間
で
身
に
つ
け
た
情
報
操
作
技
能
は
、
今

後
高
度
発
展
し
て
い
く
情
報
世
界
の
中
で
、
必

須
の
能
力
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑤
中
国
留
学
生
の
皆
さ
ん
、
学
生
時
代
は
人
生

の
中
で
最
も
輝
い
て
い
る
時
期
と
思
っ
て
い
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
学
生
が
い
ま
す
が
、
中
国
人

と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
、
日
本
の
社
会

で
知
識
を
得
る
こ
と
の
楽
し
み
、
そ
し
て
お
互

い
理
解
し
あ
っ
て
日
中
の
橋
渡
し
と
な
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
私
も
負
け
な
い
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。

①
就
職
先
　
②
就
職
し
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
、

辛
か
っ
た
こ
と
　
③
将
来
の
夢
　
④
高
田
短
大

と
は
　
⑤
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
　

　
み
な
さ
ん
は
、
デ
イ
ラ
イ
ト
セ
イ
ヴ

ィ
ン
グ（D

a
y
lig
h
t S
a
v
in
g

）っ
て
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
　
日
本
で

は
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
と
い
っ
た
ほ
う
が

わ
か
り
や
す
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日

照
時
間
が
長
く
な
る
夏
季
の
間
、
時
計

を
１
時
間
進
め
て
時
間
を
有
効
に
使
お

う
と
い
う
制
度
の
こ
と
で
す
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
、
こ
の
制
度
を
実
施
し

て
い
る
州
と
そ
う
で
な
い
州
が
あ
り
ま

す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ハ
ブ（H

u
b

）

空
港
（
玄
関
口
に
な
っ
て
い
る
空
港
の

こ
と
）
で
あ
る
ケ
ア
ン
ズ
が
あ
る
ク
ィ

ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
に
は
こ
の
制
度
は
あ
り

ま
せ
ん
。
シ
ド
ニ
ー
の
あ
る
ニ
ュ
ー
サ

ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
、
メ
ル
ボ
ル
ン
の

あ
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
は
こ
の
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
ダ
ウ
ン

ア
ン
ダ
ー（D

o
w
n
 U
n
d
er

）、
つ
ま
り

北
半
球
か
ら
見
て
下
に
位
置
し
て
い
る

の
で
そ
う
呼
ば
れ
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
は
季
節
が
日
本
と
は
正
反
対
で

す
か
ら
、
日
本
の
秋
か
ら
春
に
か
け
て
、

ケ
ア
ン
ズ
を
経
由
し
て
、
シ
ド
ニ
ー
と

か
メ
ル
ボ
ル
ン
へ
行
く
場
合
は
、
ま
ず

ケ
ア
ン
ズ
に
着
い
た
と
き
日
本
と
の
時

差
の
関
係
で
、
時
計
を
１
時
間
進
め
ま

す
。
そ
し
て
、
シ
ド
ニ
ー
あ
る
い
は
メ

ル
ボ
ル
ン
に
着
い
た
と
き
、
さ
ら
に
１

時
間
時
計
を
進
め
ま
す
。
こ
の
制
度
を

理
解
し
て
い
な
い
と
、
飛
行
機
に
乗
り

遅
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
夏
の
終

わ
り
と
と
も
に
こ
の
デ
イ
ラ
イ
ト
セ
イ

ヴ
ィ
ン
グ
も
終
わ
り
ま
す
。
具
体
的
な

時
期
は
、
イ
ー
ス
タ
ー（E

a
ster

）で
す
。

具
体
的
と
い
っ
て
も
イ
ー
ス
タ
ー
は
毎

年
変
わ
り
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
の
復
活

祭
で
す
が
、
春
分
の
日
（
３
月
21
日
）

の
後
の
最
初
の
満
月
の
次
の
日
曜
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
満
月
が
３

月
26
日（
土
）で
イ
ー
ス
タ
ー
が
３
月
27

日
で
し
た
。
２
０
０
６
年
は
４
月
16
日
、

２
０
０
７
年
は
４
月
８
日
、
２
０
０
８

年
は
３
月
23
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
イ
ー
ス
タ
ー
の
前
の
金
曜
日
は
、

キ
リ
ス
ト
の
受
難
日
でG

o
o
d
 F
rid
a
y

と
呼
ば
れ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
祝
日

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
英
語
研
修
参
加
学
生
は
、
出

発
日
の
17
日
が
木
曜
日
で
、
翌
日
の
18

日
か
ら
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
入
り
ま
し
た
。

18
日
の
夕
刻
か
ら
、
19
日
、
20
日
と
３

日
間
、
他
の
学
生
と
は
会
わ
ず
に
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
イ
ー
ス
タ
ー
の
関
係
で
25
日
、

26
日
、
27
日
の
夕
刻
ま
で
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
通
常
の
高
田
短
大
の
英
語
研
修
よ
り

も
は
る
か
に
長
い
時
間
を
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

引
率
者
と
し
て
は
、
泣
き
べ
そ
を
か
い

て
日
本
へ
帰
り
た
い
と
言
い
出
す
学
生

が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
出
発
前
か
ら

心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
は
、
全

員
無
事
元
気
に
暮
ら
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
お
世
話
を
い
た

だ
い
て
い
る
現
地
の
方
か
ら
、
今
年
の

学
生
さ
ん
は
本
当
に
元
気
が
よ
く
て
頼

も
し
い
で
す
ね
と
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。

後
日
、
寂
し
さ
を
感
じ
た
と
き
に
は
日

記
を
書
い
て
い
た
な
ど
と
い
う
話
も
聞

き
ま
し
た
が
、
全
員
が
一
生
懸
命
現
地

の
生
活
に
慣
れ
よ
う
と
努
力
し
て
い
た

よ
う
で
す
。
き
っ
と
、
一
回
り
も
二
回

り
も
大
き
く
た
く
ま
し
く
な
っ
て
帰
国

し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
年
は
う
れ
し
い
こ
と
に
、

長
年
、
本
学
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修

の
お
世
話
を
い
た
だ
い
て
い
る
ヴ
ィ
ッ

キ
ー
・
バ
ー
ン
さ
ん
が
４
月
に
来
日
さ

れ
、
４
月
22
日
に
本
学
を
訪
問
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
学
長
を
は

じ
め
と
し
て
、
今
ま
で
に
引
率
さ
れ
た

先
生
方
と
今
年
の
参
加
学
生
で
ヴ
ィ
ッ

キ
ー
さ
ん
を
囲
み
、
楽
し
い
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
英
語
研
修

引
率
を
終
え
て

オ
フ
ィ
ス
情
報
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　

助
教
授
　
畠
山
　
義
啓

学
務
委
員
長
　
千
草
　
篤
麿

平
成
17
年
度

新
入
生
宿
泊
研
修

　
４
月
27
日（
水
）〜
28
日（
木
）の
２
日

間
、
新
入
生
宿
泊
研
修
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
度
は
会
場
を
白
山
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
移
し
、
新
た
な
雰
囲

気
の
中
で
研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
会
場
は
白
山
町
の
豊
か
な
自
然

環
境
の
中
、
広
大
な
緑
の
絨
毯
と
そ
れ

に
マ
ッ
チ
し
た
清
潔
な
ホ
テ
ル
や
コ
テ

ー
ジ
が
点
在
す
る
ゆ
と
り
の
空
間
で
あ

り
、
学
生
の
研
修
会
場
と
し
て
は
最
適

な
も
の
で
し
た
。

　
新
入
生
は
学
内
で
の
事
前
指
導
に
よ

り
研
修
の
目
的
や
心
構
え
、
ま
た
当
日

の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
把
握
し

た
上
で
、
２
日
間
の
研
修
に
臨
み
ま
し

た
。
内
容
は
学
科
別
研
修
を
中
心
に
充

実
し
た
も
の
と
な
り
、
好
天
の
中
で
両

学
科
共
通
の
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
も
楽
し
み

ま
し
た
。
夜
は
コ
テ
ー
ジ
に
４
人
単
位

で
宿
泊
す
る
と
い
う
豪
華
な
も
の
で
、

学
生
に
は
大
変
好
評
で
し
た
。
学
科
別

の
研
修
内
容

を
以
下
に
紹

介
し
ま
す
。

　
幼
児
教
育

学
科
で
は
、

ま
ず
「
子
ど

も
と
遊
び
を

楽
し
む
保
育

者
に
な
る
た

め
に
」
と
い

う
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
田
口
先
生
の
熱

の
こ
も
っ
た
実
技
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
段
階
で
学
生
は
気
持
ち
が
ほ
ぐ
れ
、

研
修
へ
の
動
機
づ
け
が
か
な
り
高
ま
っ

た
よ
う
で
し
た
。
次
に
、
「
つ
く
っ
て

・
あ
そ
ん
で
・
み
せ
て
２
０
０
５
」
で

は
、
各
ゼ
ミ
ご
と
に
教
員
と
学
生
と
が

一
体
と
な
っ
た
楽
し
い
創
作
ダ
ン
ス
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
保
育
者

を
目
指
し
て
勉
強
し
て
い
く
新
入
生
に

と
っ
て
、
と
て
も
良
い
経
験
と
な
り
ま

し
た
。

　
オ
フ
ィ
ス
情
報
学
科
で
は
、
ま
ず
鷲

尾
先
生
の
「
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
」
で
身

体
を
ほ
ぐ
し
、
畠
山
先
生
の
「
大
学
生

に
な
る
こ
と
」
で
は
、
学
科
の
理
念
な

ど
の
講
義
が
さ
れ
ま
し
た
。
真
弓
先
生

と
倉
田
先
生
の
「
自
己
診
断
テ
ス
ト
」

で
は
、
就
職
活
動
の
事
前
準
備
と
し
て

の
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中

野
先
生
と
手
嶋
先
生
の
「
自
分
を
売
り

込
も
う
」
で
は
、
自
己
ピ
ー
ア
ー
ル
の

絵
を
各
人
が
描
き
ま
し
た
。
２
年
後
の

ビ
ジ
ネ
ス
社
会
で
の
活
躍
に
向
け
、
充

実
し
た
研
修
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

平成17年３月31日 （単位：円）
資産の部

科　　　　目

固定資産

　有形固定資産

　　土地

　　建物

　　構築物

　　教育研究用機器備品

　　その他の機器備品

　　図書

　　車輌

　　学苑林

　その他の固定資産

　　借地権

　　電話加入権

　　施設利用権

　　有価証券

　　差入保証金

　　退職給与引当特定資産

　　施設設備拡充引当特定資産

　　長期火災保険特定資産

　　財政調整資金特定資産

　　長期前払金

流動資産

　　現金預金

　　未収入金

　　仮払金

　　修学旅行費預り資産

　　卒業諸費預り資産

資産の部合計

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

固定負債

　　退職給与引当金

流動負債

　　未払金

　　前受金

　　預り金

　　修学旅行費預り金

　　卒業諸費預り金

負債の部合計

基本金の部

第１号　基本金

第２号　基本金

第４号　基本金

基本金の部合計

消費収支差額の部

翌年度繰越消費支出超過額

消費収支差額の部合計

本年度末 前年度末 増　　減 増　　減前年度末本年度末科　　　　目

増　　減前年度末本年度末科　　　　目

増　　減前年度末本年度末科　　　　目

増　　減前年度末本年度末科　　　　目

負債の部

負債の部、基本金の部
及び消費収支差額の部合計

7,293,276,849

4,097,206,317

310,500,677�

3,313,893,954�

119,257,115

124,644,858

8,098,684

189,722,321

1,169,230

29,919,478

3,196,070,532�

2,257,500

1,285,980

182,829

3,838,498

350,000

258,490,000

1,904,790,000

373,591,070

650,000,000

1,284,655�

639,781,788

478,426,669

113,071,796

7,887

45,167,436

3,108,000�

7,933,058,637

7,062,713,768

4,277,529,613

310,500,677�

3,464,965,144�

131,039,052

143,623,545

9,510,882

185,220,665

2,750,170

29,919,478

2,785,184,155�

2,257,500

1,285,980

212,035

3,838,498

300,000

258,490,000

1,509,620,000

357,940,960

650,000,000

1,239,182�

609,198,754

449,756,308

105,180,002

0

50,188,444

4,074,000�

7,671,912,522

230,563,081

180,323,296�

0

151,071,190

11,781,937

18,978,687

1,412,198

4,501,656

1,580,940

0

410,886,377�

0

0

29,206

0

50,000

0

395,170,000

15,650,110

0

45,473

30,583,034

28,670,361

7,891,794

7,887

5,021,008

966,000

261,146,115

248,761,195

248,761,195�

458,144,852

127,845,572

253,376,135

24,476,709

48,708,436

3,738,000

706,906,047

7,012,851,692

464,000,000

150,000,000�

7,626,851,692�

400,699,102�

400,699,102�

7,933,058,637

251,451,075

251,451,075�

360,705,156

24,334,978

257,828,000

24,279,734

50,188,444

4,074,000

612,156,231�

�

7,004,488,942

232,000,000

150,000,000�

7,386,488,942�

326,732,651�

326,732,651�

7,671,912,522

2,689,880

2,689,880

97,439,696�

103,510,594

4,451,865

196,975

1,480,008

336,000

94,749,816

8,362,750

232,000,000

0�

240,362,750

73,966,451�

73,966,451

261,146,115

公　告 平成16年度における学校法人高田学苑の決算は次のとおりですので、当学苑寄附行為第40条の規定に基づき公告いたします。

貸 借 対 照 表



高田短期大学通信 第40号 高田短期大学通信 第40号
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卒
業
生
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

卒
業
生
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

　
　
　
　
平
成
16
年
卒
　
平
見
和
可
奈

社
会
人
１
年
生
に
な
っ
て

　
　
　
　
平
成
17
年
卒
　
上
田
　
り
な

出
会
い
を
心
の
財
産
に

　
　
　
　
昭
和
52
年
卒
　
池
村
智
津
子

勉
学
継
続
奮
戦
中

　
　
　
　
平
成
16
年
卒
　
談
　
　
莉
萍

①
松
阪
市
立
第
一
保
育
園

②
嬉
し
い
と
思
う
こ
と
は
、

毎
朝
子
ど
も
た
ち
が
「
せ

ん
せ
ー
」
と
言
っ
て
抱
き

つ
き
に
来
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。
毎
日
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
に
元
気
を
も
ら
い
、
辛
い
と
き
で

も

”が
ん
ば
ろ
う

“
と
思
え
ま
す
。
そ
ん
な
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
保

育
士
に
な
れ
て
、
と
て
も
幸
せ
だ
な
ぁ
と
思
い

ま
す
。

　
辛
い
こ
と
は
、
今
年
初
め
て
一
人
担
任
と
な

り
、
不
安
や
戸
惑
い
で
自
分
の
気
持
ち
に
余
裕

を
持
て
ず
、
一
人
ひ
と
り
の
子
と
し
っ
か
り
と

向
き
合
え
て
い
な
い
と
感
じ
る
こ
と
で
す
。

③
卒
園
し
た
子
ど
も
た
ち
が

”先
生
に
会
い
た

い
“

と
会
い
に
来
て
く
れ
る
く
ら
い
子
ど
も
た

ち
に
好
か
れ
る
保
育
士
に
な
る
こ
と
で
す
。

④
同
じ
夢
を
持
ち
、
励
ま
し
合
え
る
大
切
な
友

だ
ち
や
私
た
ち
の
夢
を
応
援
し
、
支
え
て
く
れ

る
先
生
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
す
。

高
田
短
大
で
出
会
っ
た
友
だ
ち
や
先
生
と
過
ご

し
た
時
間
、
思
い
出
は
私
の
大
切
な
宝
物
で
す
。

⑤
短
大
生
活
は
想
像
し
て
い
た
よ
り
忙
し
く
、

大
変
だ
と
感
じ
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
実
習
へ
行
く
と
い
ろ
い
ろ
な
壁
に
ぶ
つ
か

り
、
悩
む
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な

時
は
、
保
育
士
を
目
指
し
て
短
大
に
入
学
し
た

時
の
気
持
ち
を
思
い
出
し
て
下
さ
い
。
辛
く
て

ど
う
し
よ
う
も
な
く
な
っ
た
時
は
先
生
を
頼
っ

て
下
さ
い
。
高
田
短
大
の
先
生
方
は
、
皆
さ
ん

の
思
い
を
し
っ
か
り
と
聞
い
て
く
れ
て
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
私
自
身

も
た
く
さ
ん
悩
み
ま
し
た
が
、
先
生
方
に
支
え

て
も
ら
っ
て
保
育
士
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
も
夢
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
下

さ
い
。

　
松
阪
の
公
立
幼
稚
園
に

勤
め
、
早
28
年
。
振
り
返

る
と
、
実
に
多
く
の
人
と

出
会
い
、
今
私
が
こ
こ
に

い
る
。
３
年
前
に
出
会
っ
た
自
閉
症
の
し
お
ん

君
は
、
心
で
見
る
大
切
さ
、
諦
め
な
い
強
さ
、

そ
し
て
教
育
の
基
本
に
も
う
一
度
立
つ
き
っ
か

け
を
く
れ
た
。
し
お
ん
君
一
家
と
の
出
会
い
か

ら
広
が
り
、
様
々
な
大
き
な
出
会
い
を
す
る
こ

と
に
な
る
。

　
い
ろ
い
ろ
な
出
会
い
を
油
絵
で
表
現
し
、
米

国
や
東
京
の
美
術
展
に
入
選
。
ま
た
そ
れ
を
き

っ
か
け
に
出
会
い
が
出
会
い
を
生
む
。
無
駄
な

出
会
い
な
ん
て
な
い
の
だ
。
無
駄
な
時
間
な
ん

て
一
秒
も
な
い
。
マ
イ
ナ
ス
と
思
っ
た
こ
と
が

あ
る
日
突
然
プ
ラ
ス
に
形
を
変
え
る
の
だ
か
ら
。

今
自
分
の
周
り
を
見
渡
し
て
、
友
だ
ち
、
先
生
、

か
け
が
え
の
な
い
人
た
ち
に
出
会
え
た
こ
と
を

噛
み
し
め
て
ほ
し
い
。
あ
な
た
が
そ
の
道
を
選

ば
な
か
っ
た
ら
、
き
っ
と
出
会
え
な
か
っ
た
人

た
ち
だ
。
私
も
高
田
短
大
で
は
あ
る
恩
師
と
の

出
会
い
に
よ
り
絵
を
描
く
楽
し
さ
を
教
わ
っ
た
。

そ
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、
こ
の
度
体
育

館
に
絵
を
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
皆
さ
ん
に
は
、
一
期
一
会
の
喜
び
を
持
っ
て

過
ご
し
て
ほ
し
い
。
ぜ
ひ
い
ろ
ん
な
所
へ
出
向

い
て
行
っ
て
ほ
し
い
。
一
つ
の
こ
と
に
一
生
懸

命
取
り
組
む
の
も
い
い
、
好
奇
心
い
っ
ぱ
い
に

様
々
な
こ
と
を
片
っ
端
か
ら
や
っ
て
み
る
の
も

い
い
。
人
と
の
出
会
い
は
、
時
に
人
を
大
き
く

変
え
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
ん
な
影
響
力
の
あ
る

人
に
、
自
分
も
な
れ
た
ら
と
て
も
素
敵
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

①
株
式
会
シ
ー
・
テ
ィ
ー
・
ワ
イ

②
い
つ
で
も
客
観
的
に
、
そ
し
て
冷
静
に
な
る

こ
と
。
「
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
」
を
持
つ
こ
と
。

③
私
に
は
、
未
だ
こ
れ
と
言
っ
た
特
定
の
夢
は

あ
り
ま
せ
ん
。

”今
“

を
精
一
杯
、
自
分
の
能

力
を
発
揮
し
て
、
的
確
な
判
断
を
し
て
過
ご
せ

る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

④
職
場
で
は
、
知
識
を
持
っ
て
い
て
も
実
際
生

か
さ
れ
な
け
れ
ば
何
の
役
に
も
立
ち
ま
せ
ん
。

知
恵
を
持
つ
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
基
盤
と
な

る
知
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
自
分
自
身
で
「
自
分
を
育
て
る
こ
と
の
で

き
る
環
境
」
を
作
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

⑤
２
年
間
を
無
為
に
過
ご
す
か
、
有
意
義
に
過

ご
す
か
。
自
分
が
納
得
で
き
る
よ
う
な
時
間
を

過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。①

鈴
鹿
国
際
大
学
国
際
関

係
学
科
３
年
次
編
入

②
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
、

大
学
で
世
界
中
い
ろ
い
ろ

な
国
や
地
域
の
友
だ
ち
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

　
辛
か
っ
た
こ
と
は
、
１
年
間
、
１
時
間
に
１

本
し
か
な
い
伊
勢
鉄
道
の
電
車
で
通
学
し
て
い

た
こ
と
で
す
。

③
中
国
で
日
本
に
関
わ
る
貿
易
会
社
を
作
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

④
高
田
短
大
に
入
学
し
た
事
で
、
私
は
以
前
か

ら
、
大
学
生
活
を
送
り
た
い
と
い
う
夢
を
実
現

で
き
ま
し
た
。
更
に
、
オ
フ
ィ
ス
情
報
学
科
の

２
年
間
で
身
に
つ
け
た
情
報
操
作
技
能
は
、
今

後
高
度
発
展
し
て
い
く
情
報
世
界
の
中
で
、
必

須
の
能
力
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑤
中
国
留
学
生
の
皆
さ
ん
、
学
生
時
代
は
人
生

の
中
で
最
も
輝
い
て
い
る
時
期
と
思
っ
て
い
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
学
生
が
い
ま
す
が
、
中
国
人

と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
、
日
本
の
社
会

で
知
識
を
得
る
こ
と
の
楽
し
み
、
そ
し
て
お
互

い
理
解
し
あ
っ
て
日
中
の
橋
渡
し
と
な
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
私
も
負
け
な
い
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。

①
就
職
先
　
②
就
職
し
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
、

辛
か
っ
た
こ
と
　
③
将
来
の
夢
　
④
高
田
短
大

と
は
　
⑤
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
　

　
み
な
さ
ん
は
、
デ
イ
ラ
イ
ト
セ
イ
ヴ

ィ
ン
グ（D

a
y

lig
h
t S

a
v
in

g

）っ
て
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
　
日
本
で

は
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
と
い
っ
た
ほ
う
が

わ
か
り
や
す
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日

照
時
間
が
長
く
な
る
夏
季
の
間
、
時
計

を
１
時
間
進
め
て
時
間
を
有
効
に
使
お

う
と
い
う
制
度
の
こ
と
で
す
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
、
こ
の
制
度
を
実
施
し

て
い
る
州
と
そ
う
で
な
い
州
が
あ
り
ま

す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ハ
ブ（H

u
b

）

空
港
（
玄
関
口
に
な
っ
て
い
る
空
港
の

こ
と
）
で
あ
る
ケ
ア
ン
ズ
が
あ
る
ク
ィ

ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
に
は
こ
の
制
度
は
あ
り

ま
せ
ん
。
シ
ド
ニ
ー
の
あ
る
ニ
ュ
ー
サ

ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
、
メ
ル
ボ
ル
ン
の

あ
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
は
こ
の
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
ダ
ウ
ン

ア
ン
ダ
ー（D

o
w

n
 U

n
d
er

）、
つ
ま
り

北
半
球
か
ら
見
て
下
に
位
置
し
て
い
る

の
で
そ
う
呼
ば
れ
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
は
季
節
が
日
本
と
は
正
反
対
で

す
か
ら
、
日
本
の
秋
か
ら
春
に
か
け
て
、

ケ
ア
ン
ズ
を
経
由
し
て
、
シ
ド
ニ
ー
と

か
メ
ル
ボ
ル
ン
へ
行
く
場
合
は
、
ま
ず

ケ
ア
ン
ズ
に
着
い
た
と
き
日
本
と
の
時

差
の
関
係
で
、
時
計
を
１
時
間
進
め
ま

す
。
そ
し
て
、
シ
ド
ニ
ー
あ
る
い
は
メ

ル
ボ
ル
ン
に
着
い
た
と
き
、
さ
ら
に
１

時
間
時
計
を
進
め
ま
す
。
こ
の
制
度
を

理
解
し
て
い
な
い
と
、
飛
行
機
に
乗
り

遅
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
夏
の
終

わ
り
と
と
も
に
こ
の
デ
イ
ラ
イ
ト
セ
イ

ヴ
ィ
ン
グ
も
終
わ
り
ま
す
。
具
体
的
な

時
期
は
、
イ
ー
ス
タ
ー（E

a
ster

）で
す
。

具
体
的
と
い
っ
て
も
イ
ー
ス
タ
ー
は
毎

年
変
わ
り
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
の
復
活

祭
で
す
が
、
春
分
の
日
（
３
月
21
日
）

の
後
の
最
初
の
満
月
の
次
の
日
曜
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
満
月
が
３

月
26
日（
土
）で
イ
ー
ス
タ
ー
が
３
月
27

日
で
し
た
。
２
０
０
６
年
は
４
月
16
日
、

２
０
０
７
年
は
４
月
８
日
、
２
０
０
８

年
は
３
月
23
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
イ
ー
ス
タ
ー
の
前
の
金
曜
日
は
、

キ
リ
ス
ト
の
受
難
日
でG

o
o
d
 F

rid
a
y

と
呼
ば
れ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
祝
日

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
英
語
研
修
参
加
学
生
は
、
出

発
日
の
17
日
が
木
曜
日
で
、
翌
日
の
18

日
か
ら
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
入
り
ま
し
た
。

18
日
の
夕
刻
か
ら
、
19
日
、
20
日
と
３

日
間
、
他
の
学
生
と
は
会
わ
ず
に
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
イ
ー
ス
タ
ー
の
関
係
で
25
日
、

26
日
、
27
日
の
夕
刻
ま
で
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
通
常
の
高
田
短
大
の
英
語
研
修
よ
り

も
は
る
か
に
長
い
時
間
を
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

引
率
者
と
し
て
は
、
泣
き
べ
そ
を
か
い

て
日
本
へ
帰
り
た
い
と
言
い
出
す
学
生

が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
出
発
前
か
ら

心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
は
、
全

員
無
事
元
気
に
暮
ら
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
お
世
話
を
い
た

だ
い
て
い
る
現
地
の
方
か
ら
、
今
年
の

学
生
さ
ん
は
本
当
に
元
気
が
よ
く
て
頼

も
し
い
で
す
ね
と
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。

後
日
、
寂
し
さ
を
感
じ
た
と
き
に
は
日

記
を
書
い
て
い
た
な
ど
と
い
う
話
も
聞

き
ま
し
た
が
、
全
員
が
一
生
懸
命
現
地

の
生
活
に
慣
れ
よ
う
と
努
力
し
て
い
た

よ
う
で
す
。
き
っ
と
、
一
回
り
も
二
回

り
も
大
き
く
た
く
ま
し
く
な
っ
て
帰
国

し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
年
は
う
れ
し
い
こ
と
に
、

長
年
、
本
学
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修

の
お
世
話
を
い
た
だ
い
て
い
る
ヴ
ィ
ッ

キ
ー
・
バ
ー
ン
さ
ん
が
４
月
に
来
日
さ

れ
、
４
月
22
日
に
本
学
を
訪
問
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
学
長
を
は

じ
め
と
し
て
、
今
ま
で
に
引
率
さ
れ
た

先
生
方
と
今
年
の
参
加
学
生
で
ヴ
ィ
ッ

キ
ー
さ
ん
を
囲
み
、
楽
し
い
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
英
語
研
修

引
率
を
終
え
て

オ
フ
ィ
ス
情
報
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　

助
教
授
　
畠
山
　
義
啓

学
務
委
員
長
　
千
草
　
篤
麿

平
成
17
年
度

新
入
生
宿
泊
研
修

　
４
月
27
日（
水
）〜
28
日（
木
）の
２
日

間
、
新
入
生
宿
泊
研
修
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
度
は
会
場
を
白
山
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
移
し
、
新
た
な
雰
囲

気
の
中
で
研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
会
場
は
白
山
町
の
豊
か
な
自
然

環
境
の
中
、
広
大
な
緑
の
絨
毯
と
そ
れ

に
マ
ッ
チ
し
た
清
潔
な
ホ
テ
ル
や
コ
テ

ー
ジ
が
点
在
す
る
ゆ
と
り
の
空
間
で
あ

り
、
学
生
の
研
修
会
場
と
し
て
は
最
適

な
も
の
で
し
た
。

　
新
入
生
は
学
内
で
の
事
前
指
導
に
よ

り
研
修
の
目
的
や
心
構
え
、
ま
た
当
日

の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
把
握
し

た
上
で
、
２
日
間
の
研
修
に
臨
み
ま
し

た
。
内
容
は
学
科
別
研
修
を
中
心
に
充

実
し
た
も
の
と
な
り
、
好
天
の
中
で
両

学
科
共
通
の
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
も
楽
し
み

ま
し
た
。
夜
は
コ
テ
ー
ジ
に
４
人
単
位

で
宿
泊
す
る
と
い
う
豪
華
な
も
の
で
、

学
生
に
は
大
変
好
評
で
し
た
。
学
科
別

の
研
修
内
容

を
以
下
に
紹

介
し
ま
す
。

　
幼
児
教
育

学
科
で
は
、

ま
ず
「
子
ど

も
と
遊
び
を

楽
し
む
保
育

者
に
な
る
た

め
に
」
と
い

う
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
田
口
先
生
の
熱

の
こ
も
っ
た
実
技
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
段
階
で
学
生
は
気
持
ち
が
ほ
ぐ
れ
、

研
修
へ
の
動
機
づ
け
が
か
な
り
高
ま
っ

た
よ
う
で
し
た
。
次
に
、
「
つ
く
っ
て

・
あ
そ
ん
で
・
み
せ
て
２
０
０
５
」
で

は
、
各
ゼ
ミ
ご
と
に
教
員
と
学
生
と
が

一
体
と
な
っ
た
楽
し
い
創
作
ダ
ン
ス
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
保
育
者

を
目
指
し
て
勉
強
し
て
い
く
新
入
生
に

と
っ
て
、
と
て
も
良
い
経
験
と
な
り
ま

し
た
。

　
オ
フ
ィ
ス
情
報
学
科
で
は
、
ま
ず
鷲

尾
先
生
の
「
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
」
で
身

体
を
ほ
ぐ
し
、
畠
山
先
生
の
「
大
学
生

に
な
る
こ
と
」
で
は
、
学
科
の
理
念
な

ど
の
講
義
が
さ
れ
ま
し
た
。
真
弓
先
生

と
倉
田
先
生
の
「
自
己
診
断
テ
ス
ト
」

で
は
、
就
職
活
動
の
事
前
準
備
と
し
て

の
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中

野
先
生
と
手
嶋
先
生
の
「
自
分
を
売
り

込
も
う
」
で
は
、
自
己
ピ
ー
ア
ー
ル
の

絵
を
各
人
が
描
き
ま
し
た
。
２
年
後
の

ビ
ジ
ネ
ス
社
会
で
の
活
躍
に
向
け
、
充

実
し
た
研
修
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

平成17年３月31日 （単位：円）
資産の部

科　　　　目

固定資産

　有形固定資産

　　土地

　　建物

　　構築物

　　教育研究用機器備品

　　その他の機器備品

　　図書

　　車輌

　　学苑林

　その他の固定資産

　　借地権

　　電話加入権

　　施設利用権

　　有価証券

　　差入保証金

　　退職給与引当特定資産

　　施設設備拡充引当特定資産

　　長期火災保険特定資産

　　財政調整資金特定資産

　　長期前払金

流動資産

　　現金預金

　　未収入金

　　仮払金

　　修学旅行費預り資産

　　卒業諸費預り資産

資産の部合計
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（ 　　　　　　　）
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（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）
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△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△
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（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

（ 　　　　　　　）

固定負債

　　退職給与引当金

流動負債

　　未払金

　　前受金

　　預り金

　　修学旅行費預り金

　　卒業諸費預り金

負債の部合計

基本金の部

第１号　基本金

第２号　基本金

第４号　基本金

基本金の部合計

消費収支差額の部

翌年度繰越消費支出超過額

消費収支差額の部合計

本 年 度 末 前 年 度 末 増 　 　 減 増 　 　 減前 年 度 末本 年 度 末科　　　　目

増 　 　 減前 年 度 末本 年 度 末科　　　　目

増 　 　 減前 年 度 末本 年 度 末科　　　　目

増 　 　 減前 年 度 末本 年 度 末科　　　　目

負債の部

負債の部、基本金の部
及び消費収支差額の部合計

7,293,276,849

4,097,206,317

310,500,677�

3,313,893,954�

119,257,115

124,644,858

8,098,684

189,722,321

1,169,230

29,919,478

3,196,070,532�

2,257,500

1,285,980

182,829

3,838,498

350,000

258,490,000

1,904,790,000

373,591,070

650,000,000

1,284,655�

639,781,788

478,426,669

113,071,796

7,887

45,167,436

3,108,000�

7,933,058,637

7,062,713,768

4,277,529,613

310,500,677�

3,464,965,144�

131,039,052

143,623,545

9,510,882

185,220,665

2,750,170

29,919,478

2,785,184,155�

2,257,500

1,285,980

212,035

3,838,498

300,000

258,490,000

1,509,620,000

357,940,960

650,000,000

1,239,182�

609,198,754

449,756,308

105,180,002

0

50,188,444

4,074,000�

7,671,912,522

230,563,081

180,323,296�

0

151,071,190

11,781,937

18,978,687

1,412,198

4,501,656

1,580,940

0

410,886,377�

0

0

29,206

0

50,000

0

395,170,000

15,650,110

0

45,473

30,583,034

28,670,361

7,891,794

7,887

5,021,008

966,000

261,146,115

248,761,195

248,761,195�

458,144,852

127,845,572

253,376,135

24,476,709

48,708,436

3,738,000

706,906,047

7,012,851,692

464,000,000

150,000,000�

7,626,851,692�

400,699,102�

400,699,102�

7,933,058,637

251,451,075

251,451,075�

360,705,156

24,334,978

257,828,000

24,279,734

50,188,444

4,074,000

612,156,231�

�

7,004,488,942

232,000,000

150,000,000�

7,386,488,942�

326,732,651�

326,732,651�

7,671,912,522

2,689,880

2,689,880

97,439,696�

103,510,594

4,451,865

196,975

1,480,008

336,000

94,749,816

8,362,750

232,000,000

0�

240,362,750

73,966,451�

73,966,451

261,146,115

公　告 平成16年度における学校法人高田学苑の決算は次のとおりですので、当学苑寄附行為第40条の規定に基づき公告いたします。

貸 借 対 照 表



　
編
集
後
記

　　
昨
年
に
続
き
、
今
年
も
執
行
部
は
12
人

と
い
う
大
所
帯
で
す
。

　
毎
週
の
会
議
で
は
、
学
生
の
み
な
さ
ん

が
大
学
生
活
を
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
、

12
人
全
員
が
様
々
な
意
見
を
出
し
合
い
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
私
た
ち
執
行
部
と
し
て
の
活
動
は
、
昨

年
度
に
初
め
て
行
わ
れ
た
Ｔ
Ｊ
Ｃ
祭
（
運

動
会
）
か
ら
始
ま
り
、
高
短
祭
に
向
け
て

少
し
ず
つ
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
、
大
変
な
事
も
き
っ
と
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
12
人
力
を
合
わ
せ
て
日
々
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

　
こ
こ
で
、
私
た
ち
執
行
部
が
活
動
し
て

い
る
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

①
学
生
自
治
会
の
年
間
業
務
の
企
画
・
予

算
②
「
高
短
祭
」
の
計
画
・
実
施

③
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
編
集

④
謝
恩
会
の
企
画
・
実
施

⑤
ク
ラ
ブ
部
長
会
議
・
学
生
大
会
・
自
治

委
員
会
の
開
催

⑥
「
セ
ー
フ
テ
ィ
た
か
だ
」
で
の
地
域
の

安
全
活
動

⑦
Ｔ
Ｊ
Ｃ
祭
の
企
画
・
実
施

な
ど
で
す
。

　
学
生
生
活
の
中
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
の

「
高
短
祭
」
は
今
年
で
40
回
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
す
で
に
10
月
29
日

（
土
）・
30
日（
日
）に
開
催
が
決
ま
っ
て
お

り
、
模
擬
店
・
展
示
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
、

各
ク
ラ
ブ
活
動
、
同
好
会
の
催
し
物
、
昨

年
も
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
ビ
ン
ゴ
大
会

な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
生
の

み
な
さ
ん
が
「
高
短
祭
」
を
楽
し
め
る
よ

う
、
企
画
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
企
画
に
対
す

る
要
望
、
模
擬
店
・
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
関
す
る
質
問
等
、
ぜ
ひ
「
高
短
祭
」

で
や
っ
て
み
た
い
と
思
う
こ
と
、
な
ん
で

も
い
い
の
で
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
全
員
が
協
力

し
て
「
高
短
祭
」
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
！
　
各
ク
ラ
ブ
、
同
好
会
の
み
な

さ
ん
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
そ
し

て
当
日
は
、
先
生
方
も
含
め
全
員
参
加
で
、

地
域
の
み
な
さ
ん
と
も
一
緒
に
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

学
生
自
治
会

学
生
自
治
会

今年の執行部メンバー12人

　
短
大
通
信
第
40
号
を
お
届
け
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
40
号
は
従
来
の
内

容
に
加
え
、
研
究
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る

記
事
や
新
入
生
宿
泊
研
修
に
つ
い
て
の

コ
ー
ナ
ー
を
新
た
に
設
け
、
地
域
の
方

々
に
も
広
く
短
大
の
「
今
」
を
知
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
編
集
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
通
信
の
内
容
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様

の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｙ
）

幼稚園
17.5％

保育園 74.1％

福祉施設 2.1％

企業 2.1％ 進学その他 4.2％建設業 1.4％

情報関連 2.7％

金融業 4.1％

医療機関 2.7％

運輸通信 1.4％
製造業
9.6％

卸・小売業
11.0％

サービス業
15.1％

進学
その他
52.0％

オフィス情報学科

就職先

幼児教育学科

就職先

同
窓
会
の
近
況

北

端

一

子

　
３
歳
児
に
絵
本
を
読
ん
で
い
る
と
、

そ
ば
か
ら
１
歳
児
が
の
ぞ
き
込
ん
で

絵
本
を
見
に
き
ま
し
た
。
中
の
文
章

に
関
係
な
く
「
ウ
サ
ギ
さ
ん
」
と
言

っ
て
ウ
サ
ギ
を
指
差
し
、
「
に
ん
じ

ん
」
と
言
っ
て
は
、
人
参
を
指
差
し

ま
す
。
「
ウ
サ
ギ
さ
ん
が
い
る
の

よ
」
と
１
歳
児
の
言
葉
を
取
り
入
れ

な
が
ら
話
を
進
め
ま
し
た
。
ス
ト
ー

リ
ー
を
邪
魔
さ
れ
な
け
れ
ば
、
３
歳

児
は
、
嫌
が
る
こ
と
も
な
く
１
歳
児

を
受
け
入
れ
、
「
こ
こ
に
お
い
で
」

と
仲
間
に
入
れ
て
い
ま
す
。
年
齢
に

よ
っ
て
絵
本
の
見
方
は
違
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
相
手
に
よ
っ
て
、
ス
ト

ー
リ
ー
を
重
視
し
た
り
、
ポ
イ
ン
ト

だ
け
を
読
ん
で
み
た
り
、
絵
を
見
て

ス
ト
ー
リ
ー
を
作
っ
た
り
と
、
１
冊

の
絵
本
か
ら
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
読

み
方
が
あ
り
ま
す
。
方
言
が
あ
っ
た

り
、
子
ど
も
た
ち
の
知
ら
な
い
言
葉

が
あ
っ
た
り
す
る
の
で
と
て
も
楽
し

い
で
す
。
特
に
子
ど
も
た
ち
の
反
応

が
絵
本
の
す
ば
ら
し
さ
を
倍
増
し
て

く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
さ
て
、
同
窓
会
役
員
も
新
し
い
メ

ン
バ
ー
が
加
わ
り
、
本
年
度
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
昨
年
度

と
同
様
に
バ
ザ
ー
を
続
け
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ク
ラ
ス
の
同
窓
会
通
信
費
を
補

助
し
ま
す
。
少
し
の
金
額
で
す
が
、

ど
し
ど
し
短
大
同
窓
会
事
務
局
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
バ
ザ
ー
の
収
益

金
が
も
う
少
し
集
ま
り
ま
し
た
ら
、

何
か
新
し
い
こ
と
を
計
画
し
よ
う
か

と
相
談
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
バ
ザ
ー
へ
の
出
品
物
を
お
願

い
し
、
多
く
の
収
益
が
望
め
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
ね
。
理
事
の
方
だ
け

で
な
く
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

高
田
短
大
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

待
っ
て
い
ま
す
。
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新
し
い
友
を
迎
え
て

学
長
　
村
澤
　
忠
司

　
新
緑
の
香
る
高
田
短
期
大
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
に
、
今
年
も
、
幼
児
教
育
学
科
と
オ

フ
ィ
ス
情
報
学
科
、
海
外
か
ら
の
留
学
生

を
加
え
て
、
212
名
の
学
生
を
迎
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
希
望
に
燃
え
て
入
学
さ

れ
た
諸
君
の
一
人
ひ
と
り
を
心
か
ら
歓
迎

い
た
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
方
を
迎
入
れ
る
高
田
短
期
大
学

は
、
創
立
か
ら
40
年
を
迎
え
ま
す
。

　
言
行
忠
信
・
表
裏
相
応
（
言
行
に
誠
意

が
あ
っ
て
表
裏
が
な
く
、
己
を
い
つ
わ
ら

ず
、
他
人
を
い
つ
わ
ら
な
い
）
を
建
学
の

精
神
と
し
て
、
仏
教
に
基
づ
い
た
情
操
を

養
い
、
豊
か
な
人
間
性
を
形
成
す
る
教
育

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
思
い
や
り
の
心

と
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
の
た
め
に
、
日

頃
教
職
員
・
学
生
共
々
励
ん
で
い
ま
す
。

　
日
本
の
社
会
は
、
い
ま
、
非
常
に
混
沌

と
し
た
変
化
の
激
し
い
時
代
で
す
。
各
地

で
頻
繁
に
起
こ
る
自
然
の
災
害
、
ま
す
ま

す
進
む
社
会
の
風
紀
の
悪
化
、
ひ
た
ひ
た

と
迫
り
く
る
高
齢
化
と
少
子
化
、
好
転
が

見
込
め
な
い
労
働
市
場
…
と
多
く
の
方
々

が
見
聞
・
体
験
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
う
い
っ
た
社
会
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
大

学
は
、
「
生
き
る
力
を
自
分
で
養
う
場
」

で
あ
る
と
私
は
思
い
ま
す
。
自
分
に
と
っ

て
「
生
き
る
力
」
と
は
何
か
、
ま
ず
、
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
学
の
建
学
の
精
神
を
支
え
る
教
育
理

念
で
あ
る
「
思
い
や
り
の
心
と
豊
か
な
人

間
性
の
育
成
」
を
一
歩
一
歩
実
現
し
て
い

く
中
に
そ
の
答
え
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
々
の
講

義
を
十
分
に
習
得
す
る
こ
と
、
読
書
を
す

る
こ
と
、
友
人
と
語
り
合
う
こ
と
、
地
域

の
方
々
と
の
交
わ
り
、
教
員
や
専
門
家
に

学
ぶ
こ
と
な
ど
を
し
て
、
先
達
の
「
生
き

ざ
ま
」
を
知
り
、
自
ら
行
動
す
る
こ
と
を

通
し
て
学
び
、
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

自
分
自
身
の
付
加
価
値
を
高
め
て
い
く
こ

と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
や
や
も
す
れ
ば
、
我
々
は
自
己
中
心
的

な
言
動
に
陥
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
大
自

然
の
中
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
た
謙

虚
な
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
与
え
ら
れ
た

人
生
を
如
何
に
生
き
る
の
か
と
言
っ
た
自

分
な
り
の
「
生
き
る
た
め
の
哲
学
」
を
見

つ
け
出
し
て
下
さ
い
。

　
さ
て
、
大
学
は
人
と
人
の
新
た
な
出
会

い
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
本
学
に
お
い
て

は
、
人
と
人
、
人
と
自
然
と
優
し
く
触
れ

あ
う
こ
と
が
で
き
る
「
お
お
ら
か
な
心
」

を
持
っ
た
心
豊
か
な
人
間
の
育
成
を
モ
ッ

ト
ー
に
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
教
員

と
の
心
の
ふ
れ
あ
い
を
重
視
し
つ
つ
、
学

生
の
個
性
を
い
か
し
た
、
き
め
細
か
い
教

育
」
が
本
学
の
特
色
で
す
。
多
く
の
友
、

先
輩
、
教
職
員
等
の
多
く
の
出
会
い
の
中

で
、
お
互
い
が
啓
発
さ
れ
、
友
情
を
深
め

あ
え
る
、
一
生
の
友
を
得
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の

２
年
間
、
健
康
に
く
れ
ぐ
れ
も
留
意
さ
れ
、

有
意
義
な
学
生
生
活
を
送
っ
て
頂
く
こ
と

を
切
望
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
次
の
春
に

は
社
会
へ
飛
び
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

２
年
生
の
皆
さ
ん
は
、
今
一
度
、
初
心
に

立
ち
返
り
、
高
田
短
期
大
学
で
の
充
実
し

た
日
々
を
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

高田短期大学通信 第39号

幼
児
教
育
学
科
　

就
職
先

◆
幼
稚
園
（
公
立
）

小
俣
町
立
小
俣
幼
稚
園
、
亀
山
市
立
亀
山
幼

稚
園
、
尾
鷲
市
立
三
木
幼
稚
園
、
河
芸
町
立

千
里
ヶ
丘
幼
稚
園

◆
幼
稚
園
（
私
立
）

暁
の
星
幼
稚
園
、
エ
ン
ゼ
ル
幼
稚
園
、
白
子

ひ
か
り
幼
稚
園
、
白
百
合
幼
稚
園
、
す
ず
か

幼
稚
園
、
第
２
す
ず
か
幼
稚
園
、
双
康
幼
稚

園
、
第
１
さ
く
ら
幼
稚
園
、
第
２
さ
く
ら
幼

稚
園
、
津
田
第
２
幼
稚
園
、
津
幼
稚
園
、
道

伯
幼
稚
園
、
と
き
わ
幼
稚
園
、
ま
る
こ
幼
稚

園
、
和
順
幼
稚
園

◆
保
育
園
（
公
立
）

い
な
べ
市
立
山
郷
保
育
所
、
大
垣
市
立
三
城

保
育
園
、
小
俣
町
立
ゆ
り
か
ご
園
、
亀
山
市

立
加
太
保
育
園
、
亀
山
市
立
和
田
保
育
園
、

楠
町
立
南
保
育
園
、
菰
野
町
立
朝
上
保
育
園
、

菰
野
町
立
菰
野
保
育
園
、
鈴
鹿
市
立
河
曲
保

育
所
、
鈴
鹿
市
立
牧
田
保
育
所
、
亀
山
市
立

関
保
育
園
、
津
市
立
相
愛
保
育
園
、
久
居
市

立
野
村
保
育
園
、
松
阪
市
立
三
雲
北
保
育
園
、

松
阪
市
立
三
雲
南
保
育
園
、
宮
川
村
立
宮
川

保
育
所
、
四
日
市
市
立
と
き
わ
保
育
園

◆
保
育
園
（
私
立
）

あ
お
い
保
育
園
、
あ
か
つ
き
保
育
園
、
あ
が

た
が
丘
保
育
園
、
有
滝
保
育
園
、
石
薬
師
保

育
園
、
い
ず
み
保
育
園
、
一
色
保
育
園
、
嬉

野
保
育
園
、
大
山
田
東
保
育
園
、
大
山
田
北

保
育
園
、
片
田
保
育
園
、
亀
山
愛
児
園
、
岸

田
保
育
園
、
久
保
保
育
園
、
公
園
西
保
育
園
、

光
陽
希
望
ヶ
丘
保
育
園
、
光
陽
桑
部
第
２
保

育
園
、
さ
く
ら
保
育
園
、
サ
ン
保
育
園
、
塩

浜
保
育
園
、
白
塚
愛
児
園
、
第
２
石
薬
師
保

育
園
、
高
田
保
育
園
、
津
愛
児
園
、
津
カ
ト

リ
ッ
ク
保
育
園
、
つ
く
し
第
２
保
育
園
、
大

安
中
央
保
育
園
、
ト
ー
マ
ス
ぼ
ー
や
保
育
園
、

豊
野
保
育
園
は
な
こ
ま
分
園
、
中
須
保
育
園
、

長
太
の
浦
保
育
園
、
七
和
保
育
園
、
野
登
愛

育
園
、
野
町
保
育
園
、
ハ
ー
ト
ピ
ア
保
育
園
、

浜
田
保
育
園
、
東
大
淀
保
育
園
、
久
居
保
育

園
、
ひ
の
で
保
育
園
、
藤
水
保
育
園
、
ほ
う

り
ん
保
育
園
、
高
岡
ほ
う
り
ん
保
育
園
、
ま

つ
さ
か
幼
児
学
園
、
マ
リ
ア
保
育
園
、
三
重

保
育
院
、
三
重
愛
育
保
育
園
、
み
ど
り
保
育

園
、
み
の
り
保
育
所
、
杜
の
街
ゆ
た
か
保
育

園
、
ゆ
め
が
丘
保
育
所
、
陽
光
台
保
育
園
、

四
日
市
厚
生
会
保
育
園
、
わ
か
す
ぎ
保
育
園
、

若
葉
保
育
園

◆
福
祉
施
設

松
尾
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
、
聖
マ
ッ
テ
ヤ
子
供
の

家
、
竹
永
学
童
保
育
所
、
津
市
児
童
福
祉
会

館

◆
企
業

新
日
本
製
薬
㈱
、
高
田
学
苑
、
三
重
ト
ヨ
タ

自
動
車
㈱

オ
フ
ィ
ス
情
報
学
科
　

就
職
先

◆
建
設
業

ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
東
海
㈱

◆
製
造
業

㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
制
作
本
部
、
不
二
精
工
㈱
、

㈱
丸
和
製
作
所
、
伊
藤
印
刷
㈱
、
㈱
三
水
フ

ー
ズ
、
豊
田
樹
脂
㈲

◆
情
報
通
信
業

㈱
三
重
電
子
計
算
セ
ン
タ
ー
、
㈱
シ
ー
・
テ

ィ
ー
・
ワ
イ

◆
運
輸
業

亀
山
急
送
㈱

◆
卸
売
小
売
業

㈱
山
口
商
会
、
ス
ー
パ
ー
サ
ン
シ
㈱
、
三
重

ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
、
㈱
リ
ョ
ウ
シ
ン
、
タ
ケ

シ
ョ
ウ
㈱
、
㈱
ホ
ン
ダ
四
輪
三
重
販
売
、
ド

コ
モ
モ
ー
ル
玉
垣
店
、
東
海
物
産
㈱

◆
金
融
保
険
業

岡
三
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
㈱
、
北
伊
勢
上
野

信
用
金
庫

◆
医
療
福
祉

丸
岡
医
院
、
小
倉
歯
科
医
院

◆
サ
ー
ビ
ス
業

坂
倉
税
理
士
事
務
所
、
真
砂
貢
会
計
事
務
所
、

三
重
ハ
イ
ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ
ス
㈱
、
ア
ル
テ
ィ

ア
鳥
羽
、
国
際
警
備
保
障
㈱
、
三
重
県
漁
業

協
同
組
合
連
合
会
、
津
青
色
申
告
会
、
プ
ラ

ザ
洞
津
、
コ
コ
パ
リ
ゾ
ー
ト
72

◆
四
大
編
入

三
重
大
学
、
鈴
鹿
国
際
大
学
、
四
日
市
大
学
、

松
阪
大
学
、
名
古
屋
商
科
大
学
、
愛
知
大
学
、

愛
知
学
院
大
学
、
名
古
屋
産
業
大
学
、
豊
橋

創
造
大
学
、
日
本
福
祉
大
学

◆
専
門
学
校

あ
い
ち
建
築
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

就
職
先
一
覧


